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１．共通設計  

 

１．１ 総論 

 

１．１．１ 国際標準の準拠 

現在、ＷＩＰＯにて各国間における文書の流通性を高め、更に各国の事情にも対応できる柔軟 

性を持たせたＤＴＤを作成することができる様に、工業所有権文書を構成する項目を規定した標 

準ＥＬＥＭＥＮＴを国際標準として策定しようとしています。 

標準ＥＬＥＭＥＮＴは大きく次の２つに分類されます。 

・ 共通ＥＬＥＭＥＮＴ 

  ＰＣＴまたは各国の指定する全ての様式に共通に利用するＥＬＥＭＥＮＴの集合 

・ 拡張ＥＬＥＭＥＮＴ 

各国特許庁で独自に使用するＥＬＥＭＥＮＴ、他のマークアップ言語（ＨＴＭＬ 

など）のＥＬＥＭＥＮＴなどの集合 

日本におけるＰＣＴ－ＲＯ出願のＤＴＤ、国内出願のＤＴＤはこの標準ＥＬＥＭＥＮＴで構成 

し、国際標準に準拠した形で定義します。 

① ＰＣＴ－ＲＯ出願のＤＴＤ 

ＰＣＴ－ＲＯ出願の場合は、共通ＥＬＥＭＥＮＴのみで構成されたＰＣＴＤＴＤを 

使用します。 

  但し、ＰＣＴＤＴＤの中には、日本では不要なＥＬＥＭＥＮＴ、ＣＷＵ（数式・化 

学式・表の表現方法）など技術的（表示・印刷ソフトが未対応）に時期尚早のＥＬ 

ＥＭＥＮＴが含まれています。これらのＥＬＥＭＥＮＴについては２００３年時点 

では利用できません。将来、技術的に対応可能となった時点で利用可能になります。 

 

 

←選択図の削除

←タグの記述へ統一（2001.12.11)

←各国で拡張したタグを追加（2001.12.10)

←共通エレメントの記述を削除

←拡張エレメントからの矢印の向きを修正（2001.12.9)

国内出願のＤＴＤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標準ＥＬＥＭＥＮＴ

　　　　共通ＥＬＥＭＥＮＴ 　　　拡張ＥＬＥＭＥＮＴ

ＰＣＴ様式で規
定されている
タグ書誌事項、引用

文献等の対象
を特定するため
のタグ

文字表現を
多彩にする
タグ

ＨＴＭＬ等の
タグ

各国の独自
のタグ

請求の範囲・
明細書・図面・
要約書のＤＴＤ

特許願の
ＤＴＤ

拡張ELEMENT（国内独自の
項目）で構成

国際標準

文字修飾、箇条書
き、CWUなど

ST.14、ISBN、住
所、氏名など

国内優先権記事、
原出願の記事など

出願人、代理人、発
明者など

ＰＣＴ－ＲＯ出願のＤＴＤ

請求の範囲・
明細書・図面・
要約書のＤＴＤ

ＲＯ１０１の
ＤＴＤ

共通ELEMENTのみで構成さ
れたＰＣＴＤＴＤを使用

各国で拡張
したタグ
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②国内出願のＤＴＤ 

・書誌のDTD 

国内出願の書誌のＤＴＤは、共通ELEMENTと拡張ELEMENTを使用します。 

     拡張ELEMENTのタグ名には全て“ｊｐ：”を付加します。 

     拡張する理由としては、国内出願の書誌にはPCTDTDには定義されていない国内独自の項目 

があること（例．【原出願の表示】など）、PCTDTDに存在するタグであっても、その配下に 

国内独自の項目・タグ属性を追加する必要があるためです。（例．出願人タグに【持分】の 

追加など） 

 

 

 

・請求の範囲・明細書・図面・要約書のDTD 

特許願、実用新案登録願、翻訳文提出書、国内書面、国際出願翻訳文提出書、国際出願翻訳 

文提出書（職権）、日本語国際公開（職権）に添付される請求の範囲、明細書、 

図面、要約書については、共通ELEMENTで構成されたPCTDTDをそのまま利用します。 

 

 

 

 

←2001.12.10（新規作成）

←2001.12.11（矢印の説明が不正な為、修正）

共通ELEMENT

日本独自のタグ

applicant（出願人）

priority-claim
（ﾊﾟﾘ条約による優先権主張）

国内出願の書誌のELEMENT

など

など

など

jp:share
（出願人の【持分】）

jp:error-code
（エラーコード属性）

jp:parent-appliation-article
（原出願の表示）

日本で拡張したタグ

jp:applicant（出願人）

jp:priority-claim
（ﾊﾟﾘ条約による優先権主張）

など

拡張ELEMENT

①共通ELEMENTのタグについて

　必須条件を拡張します
②拡張するタグについては、
　”ｊｐ：”を付与します。
③国内独自のタグや、属性を
　追加し、拡張します。

jp:parent-appliation-article
（原出願の表示）

jp:applicant（出願人）

jp:priority-claim
（ﾊﾟﾘ条約による優先権主張）

p
（段落）

p
（段落）

国内独自タグについて
は“jp:”がつきます
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１．１．２ ファイル構成 

 

   出願人・代理人の方が出願時に送信するとき、特許庁から出願人・代理人の方に発送するとき、

出願人・代理人の方が閲覧するとき、特許庁内のシステム間で交換するときのファイルは以下の構

成になっています。 

 

 （１）出願人・代理人の方が出願時に送信するとき 

    インターネットによる出願、ＩＳＤＮによる出願の何れも、ＰＣＴ技術標準に則ったファイル

構成で送信します。（Ｈ２２年４月からＩＳＤＮ出願ソフトは利用できなくなります。） 

 

         ZIP    ：pkgheader(XML)をZIPしたもの 

         Pkgheader ：管理情報の役目をするXML。 

事件番号（出願番号等）、料金情報（予納台帳番号、料金等）、メ 

ッセージダイジェストなどが設定されています。 

         WAD    ：package-data、application-bodyなどのXML、イメージファイルが 

ZIPされたもの（WADは Wrapped application documents の略） 

         package-data：WAD内に含まれるXML（ST.26含む）・ST.25ファイルの目録情報（添付 

されているXMLの種類とそのファイル名がわかります）などが設定され 

ています。 

package-dataの構造は項番(4)を参照。 

         書類    ：特許願、請明図要のXMLなどです。特許願の場合など、書類のXMLは 

複数含まれる場合があります。 

         イメージ  ：各書類に添付されるイメージファイル 

         イメージ一覧：WAD内に含まれるTIFF、JPEG、PDFのファイル名の一覧が設定されて 

います。 

               イメージ一覧は、国内出願でのみ添付され、PCTRO出願では添付され 

               ません。 

 

（２）出願人・代理人の方に発送するとき 

   ①インターネットによる発送のとき 

    ＰＣＴ技術標準に則ったファイル構成で送信します。 

 

 

 

 

 

ＺＩＰ ＷＡＤ

　　　　etc

pkgheader（XML)
-事件番号
-料金
-ﾒｯｾｰｼﾞﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
etc

package-data（XML)

書類(XML)

イメージ(TIFF､JPEG)

イメージ一覧(XML)
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         ZIP    ：pkgheader(XML)をZIPしたもの 

         Pkgheader ：通信上の管理情報の役目をするXML。 

発送番号、発送要求者の識別番号、メッセージダイジェストなどが 

設定されています。 

         WAD    ：package-data、発送書類、管理情報、ファイル一覧のXML、イメージフ

ァイルがZIPされたもの（WADは Wrapped application documents の略） 

         package-data：WAD内に含まれるXMLファイルの目録情報（添付されているXMLの種類 

とそのファイル名がわかります）などが設定されています。 

package-dataの構造は項番(4)を参照。 

         書類    ：発送書類のXML 

         イメージ  ：発送書類に添付されているイメージファイル 

         管理情報  ：発送書類の管理情報 

         ファイル一覧：WAD内に含まれるXML、イメージのファイル名の一覧が設定されて 

います。 

 

   ②ＩＳＤＮによる発送のとき 

    （Ｈ２２年４月からＩＳＤＮ出願ソフトは利用できなくなります。） 

    ＩＳＤＮによる発送のときは、次のかたちで交換します。 

    

 なお、項番①の形式との違いは、 

      ・全てのファイルが一纏めにZIPされること 

      ・pkgheaderはないこと 

      ・package-dataとイメージ一覧がファイル一覧になること 

    です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ZIP     ：XML、イメージがZIPされています。 

ＺＩＰ ＷＡＤ

　　　　etc

pkgheader（XML)
-発送番号
-要求者
-ﾒｯｾｰｼﾞﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
etc

package-data（XML)

書類(XML)

イメージ(TIFF､JPEG)

ファイル一覧(XML)

管理情報(XML)

ZIP

　　　etc

ファイル一覧（XML)

書類(XML)

イメージ(TIFF､JPEG)

管理情報(XML)
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         ファイル一覧：ZIP内にアーカイブされているXML、イメージのファイル名の一覧が 

設定されています。 

         管理情報  ：発送書類の管理情報 

         書類    ：発送書類のXML 

         イメージ  ：発送書類に添付されているイメージファイル 

 

 

（３）出願人・代理人の方が閲覧するとき、特許庁内のシステム間で交換するとき 

    オンライン閲覧、特許庁内のシステム間では、次のかたちで交換します。 

         アーカイブ ：オンライン閲覧の場合は、XMLなどをZIPします。特許庁内で交換する

ときは、各システム間の取り決めに従ってアーカイブします。 

         ファイル一覧：アーカイブ内のXML(ST.26を含む)、イメージ、ST.25、PDFのファイル

名の一覧が設定されています。 

         管理情報  ：庁内の各システムが書類XMLを処理するために必要な情報が設定され

ています。（例．事件番号、料金情報、申請人確認情報など） 

         書類    ：特許願、請明図要のXMLなどです。特許願の場合など、書類のXMLは 

複数含まれる場合があります。               

         イメージ  ：各書類に添付されるイメージファイル 

 

    なお、将来オンライン閲覧についてのファイル構成がＰＣＴ技術標準で定められたら、出願人・ 

代理人の方にはＰＣＴ技術標準で定められた形式で送信することになります。その場合も、庁内 

システム間では上記の形式のまま交換し、出願人・代理人の方に送信する前にＰＣＴ技術標準で 

定められた形式に変換することで対応することになります。 

 

 （４）package-data内の構造 

    オンライン出願でＰＣ出願ソフトから受付サーバに送信されるＷＡＤの中では、各ＸＭＬフ 

ァイルはpackage-data（XML）からリンクされています。 

PCTDTDをそのまま利用するrequest（PCT-ROの願書）、application-body（請・明・図・要） 

などは、それぞれ個別に定義されているタグ（requestの場合はapplication-request、 

application-bodyの場合はapplication-body-docといったように）からリンクされますが、 

国内独自のDTDを利用して電子化されたXMLは全てother-documentsからリンクされます。 

 

 

 

 

 

アーカイブ

　　　etc

ファイル一覧（XML)

書類(XML)

イメージ(TIFF､JPEG)

管理情報(XML)
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package-data 

ＸＭＬ 

ＸＭＬ 

ＸＭＬ 

ＸＭＬ 

JPEG、ＴＩＦＦ 

ＸＭＬ 

ＸＭＬ 

ＳＴ．２５ 

ＸＭＬ 

ＸＭＬ 

ＸＭＬ 

ＪＰＥＧ、ＴＩＦＦ 添付書類イメージ 

・ 
・ 
・ 

copy-general-power- 
of-attorney 

特許願 

図面の提出書の図面 

外国語請・明・図・要 

PCT-RO 出願の 

other-documents 

PCT-RO 出願の願書 

請、明、図、要 

手数料計算用紙 

申立 

記名押印（署名）の欠欄についての説明書 

菌寄託 

包括委任状の写し 

配列表（ST.25） 

declaration 

ＳＴ．２５(拡張子 app) 

jp:pat-app-doc 

lack-of-signature 

biological-material 

lack-of-signature 

indication-bio-deposit 

power-of-attorney 

sequence-list 

jp:drawing-body 

jp:foreign-language-body 

イメージ 

application-request 

application-body-doc 

fee-calculation-sheet 

declaration-doc 

request 

application-body 

fee-sheet 

国内独自の DTD に従って電子化された 
XML、PCT-RO 出願の添付書類イメージ 
は全て other-documents からリンクされる 

ＴＥＸＴ 
テキスト 

添付書類テキスト 
PCT-RO 出願の 

手数料軽減申請書 イメージ 
ＪＰＥＧ、ＴＩＦＦ 

 
配列表（ST.26） ＳＴ．２６(拡張子 xml) 

ＸＭＬ 
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１．１．３ pkgheader・管理情報 

 

 （１）申請書類について 

   現行のＸフォーマットでは、出願ソフトから受信したデータに受付サーバで管理情報を 

  付加して、後続システムの機械処理に利用しています。 

 

 

   ２００３年７月からは、 

     出願ソフトで、pkgheaderを作成、 

     受付サーバで、受信したpkgheaderから管理情報ＸＭＬを作成し 

  後続システムに送信し、機械処理に利用します。 

 

   pkgheaderには、申請する際に必要な情報（事件番号、料金情報、メッセージダイジェストな 

ど）が設定されており、受付サーバでの受理チェックに利用されます。また、管理情報ＸＭＬに 

は、従来のＸフォーマットの管理情報相当の情報（事件番号、料金情報、申請人確認情報など） 

が設定されており、これまで通りの庁内処理が可能になっています。 

 

 

  pkgheader、管理情報ＸＭＬの何れについてもシステム的に扱いやすいようにタグ内のデータは 

 コード化して設定されています。 

  それぞれの例を次に示します。 

  

 

出願ソフト

【書類名】明細書

【書類名】特許願

書誌情報 ボディ

受付サーバ

書誌情報 ボディ

書誌情報 ボディ管理情報

庁内システム

ＤＢ

管理情報を作成

管理情報を元に
機械処理

出願ソフト

【書類名】明細書

【書類名】特許願

pkgheader ＷＡＤ

受付サーバ

pkgheader ＷＡＤ

application
-body

管理情報を作成

書誌情報
　　XML管理情報

　　XMLpkgheaderを作成

原本管理

ＤＶＤ

ＤＢ

庁内システム

ワーキング

リーガル

pkgheaderを元に
受理チェック

管理情報ＸＭＬを
元に機械処理
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例１） pkgheaderの例 

 

 

  例２）申請書類の管理情報ＸＭＬの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←タグ名変更により修正（2001.12.10）
<jp:m-mi-acc-doc lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp">
　<jp:m-documents-classification-code>a163</jp:m-documents-classification-code>
　<jp:m-law>1</jp:m-law>
　<jp:m-application-number>2003012345</jp:m-application-number>
　<jp:m-filing-time>102533</jp:m-filing-time>
　<jp:m-receipt-number>50300100101</jp:m-receipt-number>
　<jp:m-receipt-date>20030201</jp:m-receipt-date>
　<jp:m-submission-date>20030201</jp:m-submission-date>
　<jp:m-acceptance-form>005</jp:m-acceptance-form>
　<jp:m-soft-opposition-article>
　　<jp:m-application-software-version>0301</jp:m-application-software-version>
　　<jp:m-formality-check-result>0</jp:m-formality-check-result>
　　<jp:m-color-binary-flag>1</jp:m-color-binary-flag>

・・・

　</jp:m-soft-opposition-article>
</jp:m-mi-acc-doc>

管理情報ＸＭＬには、庁内システム
の機械処理で必要な情報がコード
化して設定されています。

 

修正履歴（図面の修正）

←2001.12.11（タグ名の変更による修正）

<pkgheader lang="ja" dtd-version="1.0" date-produced="20030701">
　<wad-message-digest>203982130fba38af・・・74af44</wad-message-digest>
　<transmittal-info>
　　<new-application>
　　　<to>
　　　　<country>JP</country>
　　　</to>
　　</new-application>
　</transmittal-info>
　<application-software>
　　<software-name>software-name</software-name>
　　<software-version>0301</software-version>
　　<software-message>0</software-message>
　</application-software>
　<payment>
　　<fee fee-code="3" amount="14000" currency="yen" />
　</payment>

・・・

</pkgheader>

pkgheaderには、受付サーバでの
受理チェックに必要な情報が
コードして、設定されています。
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 （２）発送書類について 

現行のＹフォーマットでは、起案・庁内システムで管理情報を作成後、発送システムに 

て管理情報を更新（発送日など）して出願ソフトにオンライン発送し、原本への蓄積を行 

っています。 

    ＸＭＬ化以降は、管理情報は管理情報ＸＭＬとなります。管理情報ＸＭＬには従来の管理情 

報相当の情報が設定されており、庁内システムでの処理、出願人側環境での２次利用を従来通 

り行うことが可能です。 

   

 管理情報ＸＭＬの内容はシステム的に扱いやすいようにコード化されています。 

管理情報ＸＭＬの例を以下に示します。 

 

出願ソフト 受付サーバ

管理情報を更新

起案・庁内ｼｽﾃﾑ

ＤＢ

庁内システム

管理情報
を元に蓄積処理

ボディ管理情報
ボディ管理情報

ボディ管理情報ボディ管理情報

出願人側の環境
で管理情報を２
次利用

出願ソフト 受付サーバ

管理情報を更新

起案・庁内ｼｽﾃﾑ

ＤＢ

庁内システム

管理情報ＸＭＬを
元に蓄積処理

発送書類
　　XML

管理情報
　　XML

出願人側の環境
で管理情報を２
次利用

発送書類
　　XML

管理情報
　　XML

発送書類
　　XML

管理情報
　　XML

発送書類
　　XML

管理情報
　　XML

 

<jp:m-mi-notice-doc lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp">
　<jp:m-dispatch-management-article>
　　<jp:m-documents-classification-code>A101</jp:m-documents-classification-code>
　　<jp:m-law>1</jp:m-law>
　　<jp:m-application-number>1999123456</jp:m-application-number>
　　<jp:m-dispatch-number>6199123456</jp:m-dispatch-number>
　　<jp:m-dispatch-data>20030115</jp:m-dispatch-data>
　　<jp:m-dispatch-time>150900</jp:m-dispatch-time>
　　<jp:m-arrival-date>20030117</jp:m-arrival-date>
　　<jp:m-arrival-time>131000</jp:m-arrival-time>
　</jp:m-dispatch-management-article>
　<jp:m-domestic-office-doc-mng-arti>
　　<jp:m-form-division>003</jp:m-form-division>
　　<jp:m-advice-document-group>
　　　<jp:m-advice-document-number>01</jp:m-advice-document-number>
　　</jp:m-advice-document-group>
　　<jp:m-division-code>4F00</jp:m-division-code>
　　<jp:m-examination-artivle>
　　　<jp:m-date>20030111</jp:m-date>
　　　<jp:m-staff-code>1234</jp:m-staff-code>
　　</jp:m-examination-artivle>

・・・

　</jp:m-domestic-office-doc-mng-arti>
</jp:m-mi-notice-doc>
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１．１．４ レイアウト 

 

      ①申請書類 

     出願と公報のレイアウトを一致させるため、現行の３６文字×２９行文字から４０文字× 

    ５０行（一般にワープロを使用して文書を作成するときのレイアウトに相当する行数・文字 

    数）に変更になります。 

また、公報自動編集の実現、庁内庁外で同一のレイアウトを実現するために、禁則処理に 

ついては現行と同様行いません。 

 

 

 

 

   ②発送書類、庁内書類 

     ２００３年のＸＭＬ化以降においても現行の３６文字×３９行のままです。 

発送書類、庁内書類についても禁則処理は現行と同様行いません。 

 

拒絶理由通知書

特許出願の番号 平成11年特許願第123456号

起案日 平成１５年 １月１５日

特許庁審査官 審査 太郎 9099 2H00

特許出願人 特許 太郎 様

・・・・

この出願は、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ものである

。これについて意見があれば、この通知書の発送の日

から６０日以内に意見書を提出して下さい。

・・・・

３６文字

３９行

禁則処理は行いま
せん

【書類名】　明細書

・・・

 ３６文字

２９行

【書類名】　明細書

・・・

【０００１】
第１図は・・・・・・・・・・・・・・・・・・示すもので
、１が格納容器である。・・・・・・・いる「理由
」です。また、・・・・・

・・・

 ４０文字

 　　５０行

禁則処理は行いま
せん
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   ③庁内書類（表形式の検索報告書） 

     表形式の検索報告書ではA4縦とA4横のレイアウトを使用します。A4縦の場合、②と同様、 

３６文字×３９行とします。A4横の場合、５６文字×２５行とします。 

表形式の検索報告書についても①、②と同様、禁則処理は行いません。 

＜A4横の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

５６文字 

２５行 

４．スクリーニングサーチの結果（クレーム別形式）

【クレーム

Ｎｏ．】

【文献Ｎｏ

．】

【カテゴリ

ー】

【関連個所

】

【本願発明との対比相違点及び発見できなかった構成について】

2-3 1 XXX 有 KKKKKKKKKKKKKK

2-4 1 XXX 無 KKKKKKKKKKKKKK

禁則処理は行いませ
ん 
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１．１．５ 使用文字種 

使用可能な文字はJIS X 0201-1976、JIS X 0208-1997の範囲で、外字は利用できません。 

現行のＸフォーマットで使用可能であった半角カナ文字、丸文字は、使用できなくなります。 

また、エンコードは申請人のＰＣ環境での利便性を考慮してShift-JISで行います。 

  

改行コードはＣＲ／ＬＦ（１６進表記で“０Ｄ０Ａ”）を使用します。（注１） 

また実体参照についてですが、ＸＭＬ規格では「&」、「<」、「>」、「'」、「"」の５つの 

１バイト文字をそれぞれ &amp;、&lt;、&gt;、&apos;、&quot; という形式で記述するように定 

義されています。（注２）これに加えて、特許庁システムでは更に半角スペースを表す &#160; 

を追加して使用します。 

 

 

（参考）変更出願等の業務要件を考慮し、特許・実用新案との統一のため意匠、商標、審判の 

ＳＧＭＬの文字種も、２００３年７月からＸＭＬ新様式と同じになります。 

JIS X 0208-1983とJIS X 0208-1997との違いは下記の漢字２字追加されたことと１４ 

５文字の微妙な字形変形でありますが、意匠、商標の出願系システムにおいて不具合 

は生じません。 

 

凜  （ 区点コード 8405 １６進ＪＩＳコード 7425 ） 

熙  （ 区点コード 8406 １６進ＪＩＳコード 7426 ) 

 

 

 

種別 現行 新様式

文字種 JIS X 0201-1976(1byte)
JIS X 0208-1983(2byte)

JIS X 0201-1976(1byte)
JIS X 0208-1997(2byte)

半角カナ文字 ○ ×

丸文字 ○ ×

外字 × ×

エンコード JIS Shift-JIS

種別 現行 2003年７月～

文字種 JIS X 0201-1976(1byte)
JIS X 0208-1983(2byte)

JIS X 0201-1976(1byte)
JIS X 0208-1997(2byte)

半角カナ文字 × ×
丸文字 × ×
外字 × ×

エンコード JIS JIS
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（注１）改行コードには下記の例外があります。 

 

・ＰＣＴ－ＲＯシステムで作成したＰＣＴＲＯ出願のファイル一覧ＸＭＬには、改行がＬ

Ｆ（１６進表記で“０Ａ”）で設定されている場合があります。 

 

・検索報告書のＸＭＬには、改行がＬＦ（１６進表記で“０Ａ”）で設定されている場合

があります。 

 

（注２）国内出願のＸＭＬでは、タグ内の文字・属性値において、「&」、「<」、「>」、「'」、

「"」の５文字は、&amp;、&lt;、&gt;、&apos;、&quot; で実体参照されます。 

ＰＣＴＲＯ出願では、「&」、「<」、「>」の３つの文字はいつも実体参照されますが、

「'」はそのままの文字で設定され（タグ内・属性値何れも）、「"」は属性値では実

体参照されますが、タグ内にはそのままの文字で設定されます。 

 

 

 

（注３）使用可能な文字をShift-JISのコード範囲で示すと以下の通りとなります。 

（"0x"は16進表記であることを示しています。） 

 

(1)JIS X0201-1976の場合 

0x0a（LF）、0x0d（CR） 

0x20～0x7e 

 

(2) JIS X0208-1997の場合 

0x8140～0x81ac、0x81b8～0x81bf、0x81c8～0x81ce、0x81da～0x81e8、 

0x81f0～0x81f7、0x824f～0x8258、0x8260～0x8279、0x8281～0x829a、 

0x829f～0x82f1、0x8340～0x8396、0x839f～0x83b6、0x83bf～0x83d6、 

0x8440～0x8460、0x8470～0x8491、0x849f～0x84be、0x889f～0x9872、 

0x989f～0x9ffc、0xe040～0xeaa4 

 

ただし、次のコード範囲は、そもそも文字が割り当てられておらず、上記のコード範

囲に含まれていても使用不可です。（*は0～9、a～fの任意の1文字を表しています。） 

0x**00～0x**39、0x**7f、0x**fd以降 
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１．１．６ イメージフォーマット 

図面には、現行のＭＭＲに加えて新たにＪＰＥＧも添付することができます。但し、ＪＰＥ 

Ｇは図面代用写真の場合にしか使用できません。 

ＪＰＥＧはグレースケールのみ利用することができます。 

図面の大きさは、「縦２５５．０ｍｍ、横１７０．０ｍｍ」の大きさまで提出できます。 

（様式上、図面の大きさは図の見出し（【図１】など）を含めて「縦２６２．０ｍｍ、横１７０．

０ｍｍ」となっており、図の見出し（７ｍｍ）を除いた大きさが実際の図面（イメージ）と大きさ

となります。） 

画素密度は現行の２００dpi、４００dpiに加えて３００ｄｐｉも利用できるようになります。 

 

 

なお、発送書類、庁内書類に添付する図形についても、上記規約に従ったイメージ 

ファイルを使用します。 

 

 

   登録原簿のイメージ（原簿フォーマットのＸＭＬに添付されるイメージ）に関するイメージの形

式、画素密度、図の最大の大きさ、ｄｏｔ数は以下の通りです。 

 

    （１）出願ソフトに送信するときのイメージ 

       上記規約通り 

 

    （２）庁内のオンライン閲覧システムで印刷するときのイメージ 

     ・イメージの形式   ＴＩＦＦ（ＭＭＲ） 

       ・画素密度      制限なし 

・図の最大の大きさ  Ａ４以内 

          （但し、印刷時のプリンタマージンを考慮し、イメージ切れの 

発生しない大きさとすること） 

・ｄｏｔ数      制限なし 

 

現行 新様式

イメージの形式 ＭＭＲのみ ・ＴＩＦＦ（ＭＭＲ）
・ＪＰＥＧ
（ＪＰＥＧはｸﾞﾚｰｽｹｰﾙのみ使用できます。
図面代用写真の場合のみJPEGを添付することが
できます。）

画素密度 ２００ｄｐｉ
４００ｄｐｉ

２００ｄｐｉ
３００ｄｐｉ
４００ｄｐｉ
（画素密度は縦横一致している必要があります）

図の最大の大きさ 横１５０ｍｍ
縦２４５ｍｍ

横１７０．０ｍｍ
縦２５５．０ｍｍ

ｄｏｔ数（縦×横）
単位：ｄｏｔ

２００ｄｐｉ － ２００dpiの場合
　横１３３８ドット
　縦２００７ドット

３００ｄｐｉ － ３００dpiの場合
　横２００７ドット
　縦３０１１ドット

４００ｄｐｉ － ４００ｄｐｉの場合
　横２６７７ドット
　縦４０１５ドット
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ＪＰＥＧ、ＴＩＦＦは次の規約に従って電子化してください。 

１．ＪＰＥＧの規約 

以下の規約に準拠したＪＰＥＧであること。 

（１）ＪＰＥＧのアルゴリズムは、ISO/IEC 10918-1によって規定されるベース 

ラインシステム（必須機能）に従うこと。 

（２）データの交換様式はＪＦＩＦ（JPEG File Interchange Format）に従うこと。※ 

（３）プログレッシブＤＣＴ形式は不可。（ＸＭＬ紙出力の処理系において未サポ 

ートの為） 

  

※JPEGイメージ不正表示対応（S-H28-0022）以降、出願ソフト経由のイメージデータには

ベンダー固有の領域（APP1～15セグメント）を設定しない。 

 

上記の規約は以下のような内容となる。 

 

 （ⅰ）画面の表現―交換する画像の色空間、画素精度などに関連する規定 

⚫ 画素精度  （８ビット／画素） 

⚫ 色の表現  （グレースケール） 

（ⅱ）アルゴリズム－交換する画像の符号化圧縮形式に関連する規定 

⚫ 圧縮形式  （非可逆符号化（DCT方式）） 

⚫ 符号化処理 （ベースライン・シーケンシャル処理） 

⚫ 操作モード （シーケンシャル・モード） 

⚫ エントロピー符号化 （ハイフマン符号化） 

（ⅲ）データ交換－交換する圧縮イメージデータの構造に関連する規定 

⚫ データ構造 （交換様式 ＪＦＩＦ） 

 

（参照規格） 

10918-1 Digital Compression and Coding of Continuous-tone Still Image Part1 

Requirements and guidelines (JPEG ISO/IEC 10918-1) 

JPEG File Interchange Format Version 1.02(C-Cube Microsystems) 
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２．ＴＩＦＦの規約 

以下の規約に準拠したＴＩＦＦであること。 

（１）ＴＩＦＦのアルゴリズムは、ＴＩＦＦ ｒｅｖｉｓｉｏｎ６の規定に従うこと。 

（２）一つのＴＩＦＦファイルに一つのイメージしか格納されていないこと。 

（３）データの圧縮形式はファクシミリ互換のＣＣＩＴＴ Ｇｒｏｕｐ４に従うこと。 

（４）バイトオーダーはインテル交換バイトオーダー（"II"）であること。 

（５）シングルストリップであること。 

（６）ＩＦＤ内の必須フィールドとして以下のものが設定されていること。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照規格） 

 Aldus Corporation Developer’s Desk. TIFF Revision 6.0 

NO フィールド名 説明
1 ImageWidth X（水平）方向のピクセル数
2 ImageLength Y（垂直）方向のピクセル数
3 Compression データ圧縮型指定
4 PhotometricInterpretation 色空間指定
5 StripOffsets イメージデータへのポインタ
6 RowsPerStrip １ストリップの行数（=ImageLength）
7 StripByteCounts イメージデータのバイト数
8 X_Resolution X（水平）方向の画像解像度
9 Y_Resolution Y（垂直）方向の画像解像度
10 ResolutionUnit 解像度単位指定（inch)
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１．１．７ ＰＤＦ 

 

新様式では外国語明細書をＰＤＦで提出することができます。また、刊行物等提出書の添付書

類をＰＤＦで提出することができます。なお、ＳＴ．２６のＰＤＦはＷＩＰＯが提供するツー

ルを利用して庁内システムが作成します。そのため、ＰＤＦの規約はＷＩＰＯが提供するツー

ルに準拠します 。 

また、特殊申請の添付書類をＰＤＦで提出することができます。 

 

謄本に注意書を添付する場合にも使用されます。注意書はＰＤＦで作成されます。 

 

 

推奨するＰＤＦ 

（１）バージョン１．２、１．３、１．４（AdobeのAcrobatバージョン３と互換） 

  もしくはバージョン１．５、１．６、１．７（AdobeのAcrobatバージョン４と 

  互換）のいずれかであること 

（２）テキストが圧縮されていないこと 

    （３）テキストが暗号化されていないこと 

   （４）電子署名を付さないこと 

    （５）ＯＬＥオブジェクトを埋め込まないこと 

    （６）全てのフォントが埋め込まれているか、規格ＰＳ１７に従っているか、 

   AdobeのMultipleMasterのフォントから作られていること 

 

 

 

 

１．１．８ ＳＴ．２５およびＳＴ．２６ 

 

配列表については、現行通りＷＩＰＯ標準であるＳＴ．２５またはＳＴ．２６の形式で提出す

ることができます。 

 

 

 

１．１．９ 特許庁システムで扱うＸＭＬについて 

 

特許庁システムで扱うＸＭＬは、Ｗ３Ｃ勧告の「ＸＭＬ１．０仕様書（Extensible Markup 

Language  1.0 1998年2月10日勧告）」に準拠しており、本仕様書内で特に規定されていない事

項については、「ＸＭＬ１．０仕様書」に則って作成されているものとします。 

 

 

 

１．１．１０ テキスト 

 

ＰＣＴＲＯ出願時に、図面中に文字情報が存在した場合、文字情報をテキストファイルに出力

し、願書等と一緒に提出することができます。 
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 ［補足］請求の範囲、明細書、図面、要約書に記述する文字について 

 

   請求の範囲、明細書、図面、要約書には、JIS X 0201-1976（以下、半角文字）、 

JIS X 0208-1997（以下、全角文字）の何れの文字も記述できます。 

 請求の範囲、明細書、図面、要約書に記述された文字は、下記のようにＸＭＬに設定され 

ます。 

 

   （１）デリミタ項目 

     ①デリミタ項目に記載された文字 

      デリミタ項目に記載された文字は、対応するタグに変換されます。対応するタグが 

存在しない場合は、デリミタ（【、】）を除いて、<heading>タグの内容にそのまま設 

定されます。（デリミタはＸＭＬには設定しません。表示時はスタイルシートでデリ 

ミタを編集します。） 

      但し、要約書の場合、【要約】、【課題】、【解決手段】、【選択図】はタグの内 

容として扱われ、要約書の<p>タグの内容にそのままデリミタ付きで設定されます。 

 

     ②デリミタ項目の連番 

       デリミタ項目の連番として記載された文字は、対応するタグの属性に半角文字に 

変換して設定されます。（例え全角文字で記載されても、タグの属性には必ず半角 

文字で設定されます。） 

  

       例）・段落番号の番号（【０００１】の０００１の部分のこと）は、<p>タグの 

num属性に半角文字で設定されます。 

・【請求項ｎ】、【図ｎ】、【数ｎ】、【化ｎ】、【表ｎ】、【特許文献ｎ】、 

【非特許文献ｎ】の“ｎ”の部分は、それぞれに対応するタグ(<claim>、 

<figure>、<figref>、<maths>、<chemistry>、<tables>、<patcit>、 

<nplcit>）のnum属性に半角文字で設定されます。 

         ・【実施例ｎ】のｎは、<mode-for-invention>タグのmode-num属性に半角文字 

          で設定されます。 

 

   （２）デリミタ項目の内容 

     ①【書類名】の場合 

       【書類名】の内容に記載された文字は、【書類名】のデリミタ項目とともにタグに 

変換されます。 

         例）【書類名】特許請求の範囲 → <claims> 

           【書類名】明細書 → <description> 

           【書類名】図面 → <drawings> 

           【書類名】要約書 → <abstract> 

 

     ②【書類名】以外の場合 

       【書類名】以外のデリミタ項目の内容として記述された文字は、デリミタ項目に対 

応するタグの内容にそのまま設定されます。（全角文字、半角文字何れもそのままタ 

グの内容に設定されます。） 
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１．２ 申請書類 

 

１．２．１ 概要 

 

（１）基本的な考え方 

   特実ＸＭＬ化に伴い、主に以下の変更が行われます。（詳細は１．２．２以降を参照） 

   ①特許願について 

    ①－１ 平成１５年７月の変更 

・現在【その他】欄に記載されている事項について新たに記載欄を設け、 

【国等の委託研究の成果に係る記載事項】 

【持分の割合】 

が追加になります。 

     ・意商審判ペーパレス化の際、特実について追って対応するとした 

        出願人代理人欄の【ファクシミリ番号】 

        出願人欄の【日本における営業所】 

        出願人欄の【法人の法的性質】 

      が追加になります。 

      また、原出願の表示欄の【出願日又は手続補正書提出日】が【出願日】に変更に 

      なります。 

・外部からの要望等に応え、 

原出願の表示欄に【国際出願番号】、【出願の区分】 

が追加になります。 

    ①－２ 平成１７年度の変更 

     ・料金の支払い方法として新たに、電子現金納付ができるようになります。 

電子現金納付の場合は、【手数料の表示】に【納付番号】を記述します。 

 

    ①－３ 平成２０年度の変更 

     ・料金の支払い方法として新たに、銀行口座自動振替ができるようになります。 

銀行口座自動振替の場合は、【手数料の表示】に【振替番号】を記述します。 

 

     ・優先権書類の取得方法として新たに、優先権デジタルアクセスサービス（ＤＡＳ）が利用

できるようになります。 

優先権デジタルアクセスサービス（ＤＡＳ）を利用する場合は、【パリ条約による優先権

等の主張】に【優先権証明書提供国（機関）】、【提供国（機関）における出願の番号】

を記述します。 

 

    ①－４ 平成２４年度の変更 

     ・優先権デジタルアクセスサービス（ＤＡＳ）を利用する際の手続きが変更されます。 

【パリ条約による優先権等の主張】に【出願の区分】と【アクセスコード】を記述します。 

 

    ①－５ 平成３０年度の変更 

     ・料金の支払い方法として新たに、クレジットカード決済ができるようになります。 

クレジットカード決済の場合は、【手数料の表示】に【指定立替納付】を記述します。 

 

②請求の範囲について 

・ＰＣＴ標準に従って、請求の範囲が明細書から別書類として独立します。 

      書類名は「特許請求の範囲」「実用新案登録請求の範囲」、また外国語出願の場合は 

      「外国語特許請求の範囲」になります。 
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③明細書について 

・ＰＣＴ標準に従って、記載項目が変更になります。 

     ・ＰＣＴ標準に従って、段落番号の記述の仕方が変更になります。 

     ・文字修飾について、下線、字上げ、字下げのみとなります。現行使用できる横倍 

角は使用できなくなります。 

・出願人の方の利便性向上のため、外国語明細書などは現行のテキストでの提出、 

イメージ（TIFF）での提出に加えて、PDFでも提出できるようになります。 

 

   ④図面について 

     ・ＰＣＴ標準に従って、図面の大きさが最大縦255.0mm×横170.0mmまで提出できる 

ようになります。 

     ・また、図面代用写真についてJPEGによる提出ができるようになります。

 

 

   ⑤手続補正書について 

・補正の記事の記述の仕方は現行とおり変更ありません。 

・請求の範囲、明細書、図面、要約書を補正するときは、新様式は新様式の補正の 

単位で、旧様式は旧様式の補正の単位で行います。   
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（２）申請書類の流れ 

    ①オンライン出願の場合 

      ＰＣ出願ソフトは出願人が作成した書類データを元に受付サーバへ送信する電子文書（ 

ＰＣＴ技術標準に準拠した形式）を作成します。 

      受付サーバでは、ＰＣ出願ソフトから送信された電子文書をそのまま原本管理（DVD）に 

     蓄積すると同時に、特許庁内システムでの交換形式に変換して庁内システムに送信します。 

     送信されたデータは、ワーキングドキュメントとしてＸＭＬ書類管理システムのＤＢに蓄積 

     されます。 

      ＰＣ出願ソフトには、受理通知としてxmit-receiptが送信されます。 

      また、受付システムはＰＣ出願ソフトから受領書の要求を受けると、受領書ＸＭＬを 

応答します。 

 

 ＸＭＬによる国内出願　　ＩＳＤＮ

　

DVD

　

【書類名】　明細書
【書類名】　明細書

ZIP

【書類名】　特許願

【発明者】　…

JP EG,T IF F

JPEG,TIFF

PC出願ソフトPC出願ソフト 受付サーバ受付サーバ

管理項目

庁内システム庁内システム

DB

JP EG,T IF F

JPEG,TIFF

管理情報XML

・出願番号

・受付日　等

ファイル一
覧XML

ＺＩＰ展開

ワーキング

xmit-receiptxmi t-receipt

リーガル

管理項目
（UNIXファイル）

application-body

書誌情報XML

package-data

pkgheader
pkgheader WAD

WAD

pkgheader WAD

管理文書XML 作成

ファイル一覧XML作成

application-body

書誌情報XML

xmit-receipt
【ダイジェストプルーフ】

受理通知

原本管理原本管理

受領書XML
受領書XML

イメージ一覧XML

受領書送付

pkgheader
pkgheader WAD

WAD

受領書要求コマンド

出願

受領書XML
受領書XML

ZIP

ＺＩＰ展開

受領書XML 作成

WAD：各XML、イメージなどをZIP
でアーカイブしたもの
(Wrapped application documents)

ZIP

ZIP

xmit-receipt
xmit-receipt

WAD
WAD

pkgheader
pkgheader ZIP

ZIP

 ＸＭＬによる国内出願　　インターネット

　

DVD

　

【書類名】　明細書
【書類名】　明細書

【書類名】　特許願

【発明者】　…

JP EG,T IF F

JPEG,TIFF

PC出願ソフトPC出願ソフト 受付サーバ受付サーバ

庁内システム庁内システム

DB
JP EG,T IF F

JPEG,TIFF

管理情報XML

・出願番号

・受付日　等

ファイル一
覧XML

ＺＩＰ展開

ワーキング

xmi t-receiptxmi t-receipt

リーガル

管理項目
（UNIXファイル）

application-body

書誌情報XML

package-data

pkgheader
pkgheader

WASP
WASP

管理文書XML 作成

ファイル一覧XML作成

application-body

書誌情報XML

xmit-receipt
【ダイジェストプルーフ】

xmit-receipt
【ダイジェストプルーフ】

受理通知

原本管理原本管理

application-receipt-list
application-receipt-list

イメージ一覧XML

受領書送付

pkgheader
pkgheader

WASP
WASP

pkgheader
pkgheader

受領書要求

出願

pkgheader
pkgheader

署名、ZIP

application-receipt-list
application-receipt-list

署名、ZIP

ＺＩＰ展開

署名、ZIP

署名、ZIP

pkgheader
pkgheader

受領書作成

署名、ZIP

署名、ZIP

WASP：WADに電子署名を
　付加したもの
　(Wrapped and signed
　 package)
WAD：各XML、イメージなど
　をZIPでアーカイブしたもの
　(Wrapped application 
　documents)

管理項目
管理項目

xmit-receipt
xmit-receipt

WASP
WASP

pkgheader
pkgheader ZIP､署名

ZIP､署名



1－16 

②紙出願の場合 

  ＤＥ機関では、紙出願された書面をもとにＸＭＬ、イメージファイル等を作成し、特許庁 

内で交換する形式で発注データを作成します。 

受付サーバでは、発注データをそのまま原本管理（DVD）に蓄積すると同時に、管理情報を 

 更新して庁内システムに送信します。送信されたデータはワークドキュメントとしてＸＭＬ 

書類管理のＤＢに蓄積されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 ＸＭＬによる国内出願　　紙出願

WAD
WAD

　

DVD

　

【書類名】　明細書
【発明者】　…

【書類名】　明細書
【発明者】　…

ZIP

【書類名】　特許願

【発明者】　…

application-body

書誌情報XML

JP EG,T IF F

JPEG,TIFF

管理情報XML ファイル一覧
XML

ＤＥ機関ＤＥ機関 受付サーバ受付サーバ

WADWAD

管理
項目

庁内ｼｽﾃﾑ庁内ｼｽﾃﾑ

DB

主文書XML
JP EG,T IF F

JPEG,TIFF

管理情報XML

・出願番号

・受付日　

ファイル一覧
XML

ＺＩＰ展開　管理情報XML更新

ワーキング

リーガル

管理項目
（UNIXファイル）

原本管理原本管理

WAD
WAD

WAD
WAD

WAD
WAD

WAD
WAD

発注データ
発注データ

発注データ
発注データ

WAD
WAD

WAD
WAD

application-body

出願

電子化データ
電子化データ

電子化データ

WAD：各XML、イメージなど
　をZIPでアーカイブしたもの
　(Wrapped application 
　documents)
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 （３）表示について 

   ①並び替えについて 

特許願のＸＭＬのＤＴＤは標準ＥＬＥＭＥＮＴの共通ＥＬＥＭＥＮＴ（ＰＣＴ様式と共 

通の項目）と拡張ＥＬＥＭＥＮＴ（国内独自の項目）からなります。共通ＥＬＥＭＥＮＴ 

を使用している項目はＰＣＴ様式と国内様式で順序が異なるため、発明者・申請者・出願人・ 

代理人・手数料の表示などの項目はタグの順序を入れ替えて表示します。 

    ②コード変換について 

 特許願の各タグの内容は自動方式完、出願書類蓄積時の出願マスタ作成等の処理を効率 

よく行うためにコード化して設定されています。表示するときには、コードを表示の形式 

に変換して編集します。 

 

紙出願の場合で出願人の方に誤記があった場合、データエントリではその項目については、

コード化せずに、記述した内容をそのままタグの内容に設定します。このとき、そのタグの属

性にエラーコードを設定します。 

これにより、出願人の方が記述した内容をそのまま庁内でも表示でき、職権訂正を容易に行

うことができるようになります。 

なおエラーコードを確認し、コード変換処理を行わずにそのまま表示するようにスタイルシ

ートを記述できますので処理時に問題は発生いたしません。 

 

 

 

←2001.12.10
←2001.12.11（ルートエレメントに属性が不足している） 

【書類名】　　　　　　特許願
 【整理番号】　　　　　Ｐ０００００３－０２
 【特記事項】　　　　　特許法第４４条第１項の規定による特許出願
 【提出日】　　　　　　平成１２年　１月　１日
 【あて先】　　　　　　特許庁長官殿
 【原出願の表示】
 　　【出願番号】      特願２０００－１２３４５６
 【発明者】
 　　【住所又は居所】　神奈川県横須賀市武１丁目２番地
 　　【氏名】　　　　　発明　一郎
 

・・・・・

<jp:pat-app-doc lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp">
<jp:application-a63 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A163</jp:document-code>
　<jp:file-reference-id>P000003-02</jp:file-reference-id>
　<jp:special-mention-matter-article>
　　<jp:article>040</jp:article>
　</jp:special-mention-matter-article>
　<jp:submission-date>
　　<jp:date>20000101</jp:date>
　</jp:submission-date>
　<jp:addressed-to-person>特許庁長官殿</jp:addressed-to-person>
　<jp:parent-application-article>
　　<jp:application-reference jp:type="application" jp:kind-of-law="patent">
　　　<jp:document-id>
　　　　<jp:doc-number>2000123456</jp:doc-number>
　　　</jp:document-id>
　　</jp:applicaiotn-reference>
　</jp:parent-application-article>
　<jp:inventors>
　　<jp:inventor>
　　　<jp:addressbook>
　　　　<jp:name>発明　一郎</jp:name>
　　　　<jp:address>
　　　　　<jp:text>神奈川県横須賀市武１丁目２番地</jp:text>
　　　　</jp:address>
　　　</jp:addressbook>
　　</inventor>
　</inventors>
・・・
</jp:application-a63>
</jp:pat-app-doc>

特記事項は条文
ｺｰﾄﾞをタグの内容
に設定します

日付などは西暦で
タグの内容に設定
されます。

発明者の住所又は居所
と氏名はＸＭＬに設定され
ている順序を入れ替えて
表示します

日付、出願番号などはＸ
ＭＬ内ではコード化されて
設定されているので、変
換して表示します。

出願番号については、
application-referenceの属性
に四法、doc-numberの内容
に番号が設定されます。

 

←2001.12.11（ルートエレメントに属性が不足している）

←2002.2.7　終了タグの追加

 

【書類名】　　　　　　特許願
 【整理番号】　　　　　Ｐ０００００３－０２
 【特記事項】　　　　　特許法第４４条第１項の規定による特許出願
 【提出日】　　　　　　平成１５年１３月　１日
 【あて先】　　　　　　特許庁長官殿
　
 

・・・・・

<jp:pat-app-doc lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp">
　<jp:application-a63 jp:kind-of-law="patent">
　　<jp:document-code>A163</jp:document-code>
　　<jp:file-reference-id>P000003-02</jp:file-reference-id>
　　<jp:special-mention-matter-article>
　　　<jp:article>040</jp:article>
　　</jp:special-mention-matter-article>
　　<jp:submission-date>
　　　<jp:date jp:error-code="5040">平成１５年１３月　１日</jp:date>
　　</jp:submission-date>
　<jp:addressed-to-person>特許庁長官殿</jp:addressed-to-person>

・・・

　</jp:application-a63>
</jp:pat-app-doc>

出願人の誤記はそのままの
状態でタグの内容に設定さ
れます。
このときタグの属性にエラー
コードが設定されます。
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１．２．２ 様式の変更 

 

 （１）様式の変更について 

   ・平成１５年７月の変更 

以下の項目が新たに特許願記載項目として追加されます。 

  ①【国等の委託研究の成果に係る記載事項】 

②【持分の割合】 

③出願人、代理人欄に【ファクシミリ番号】 

④出願人欄に【日本における営業所】 

  ⑤出願人欄に【法人の法的性質】 

  ⑥原出願の表示欄に【国際出願番号】、【出願の区分】 

      また、原出願の表示の【出願日又は手続補正書提出日】は【出願日】に項目名が変更にな

ります。   

   ・平成１７年度の変更 

     以下の項目が新たに特許願記載項目として追加されます。 

        ⑦手数料の表示に【納付番号】 

 

 

       ①【国等の委託研究の成果に係る記載事項】 

       現行は、産業再生法に関して【その他】欄に記述していましたが、新様式では、新たに追 

加される【国等の委託研究の成果に係る記載事項】に記述します。 

 

 

②【持分の割合】 

現行【その他】欄に記載していた持分の割合を新規項目に記述するようになります。 

 

 

現行 新様式

【書類名】　　　　　　 特許願
【あて先】　　　　　 　特許庁長官殿
【発明者】
　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関
　【氏名又は名称】　発明　太郎

   ・・・・・

【その他】　　　　　　持分の割合５０／１００

【書類名】　　　　　　　特許願
【あて先】　　　　　　　特許庁長官殿
【発明者】
　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関
　【氏名又は名称】　発明　太郎

   ・・・・

【持分の割合】　  　５０／１００

持分の割合について今まで
は【その他】欄に記述してい
ましたが、【持分の割合】の
項を設けて記述するようにな
ります

現行 新様式

【書類名】　　　　　　 特許願
【あて先】　　　　　 　特許庁長官殿
【発明者】
　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関
　【氏名又は名称】　発明　太郎

   ・・・・・

【その他】　　　　　　国等の共同研究の成果に係る特許出願

【書類名】　　　　　　　特許願
【あて先】　　　　　　　特許庁長官殿
【発明者】
　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関
　【氏名又は名称】　発明　太郎

   ・・・・

【国等の委託研究の成果に係る記載事項】　　　　国等の共同研究の成果に係る特許
出願

産業活力再生特別措置法の
適用について今までは【その
他】欄に記述していましたが、
【国等の委託研究の成果に係
る記載事項】の項を設けて記
述するようになります
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③【ファクシミリ番号】 

【特許出願人】、【代理人】、【選任した代理人】の欄に【ファクシミリ番号】を 

記述することができるようになります。 

 

  ④【日本における営業所】 

 【特許出願人】の欄に【日本における営業所】を記述することができるようになります。 

 

  ⑤【法人の法的性質】 

現行【その他】欄に記載していた法人の法的性質を【特許出願人】の欄に記述するこ 

とができるようになります。 

 

⑥【国際出願番号】 

 原出願の表示に【国際出願番号】と【出願の区分】を記述することができるようになります。 

 

 

  

 

新様式

【書類名】　　　　　　　 特許願
【あて先】　　　　　 　　特許庁長官殿
【原出願の表示】
　【国際出願番号】　 ＰＣＴ／ＵＳ２００３／１２３４５６
　【出願の区分】　　　特許

新たに【国際出願番号】、
【出願の区分】を記述する
ことができるようになりま
す。

現行 新様式

【書類名】　　　　　　 特許願
【あて先】　　　　　 　特許庁長官殿
【発明者】
　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関
　【氏名又は名称】　発明　太郎
【特許出願人】
　【識別番号】　　　　０１２３４５６７８
　【氏名又は名称】　特許株式会社
　【電話番号】　　　　０３－１２３４－５６７８
 
  ・・・・・

【その他】　　　　　　特許出願人はアメリカ合衆国の法律に
　　　　　　　　　　　　基づく法人

【書類名】　　　　　　 特許願
【あて先】　　　　　 　特許庁長官殿
【発明者】
　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関
　【氏名又は名称】　発明　太郎
【特許出願人】
　【識別番号】　　　　０１２３４５６７８
　【氏名又は名称】　特許株式会社
　【日本における営業所】　東京都千代田区霞が関
　【法人の法的性質】　アメリカ合衆国の法律に基づく法人
　【電話番号】　　　　０３－１２３４－５６７８
　【ファクシミリ番号】　０３－１２３４－５６７９
 
  ・・・・・

今まで【その他】欄に記述し
ていた法人の法的性質を、出
願人の欄に【法人の法的性
質】として記述することができ
るようになります。

特許出願人の欄に【電話番
号】、に加えて【ファクシミリ番
号】、【日本における営業所】
も記述することができるように
なります。
【ファクシミリ番号】は【代理
人】、【選任した代理人】の欄
にも記述できます。
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⑦【納付番号】 

手数料の表示に【納付番号】が記述できるようになります。【納付番号】は電子現金納付による

支払いの場合に記述します。 

 

 

 

・平成２０年度の変更 

 

⑧【振替番号】 

【手数料の表示】に【振替番号】が記述できるようになります。【振替番号】は銀行口座自動振

替による支払いの場合に記述します。 

 

 
 

 

 

 

新様式 

  

【 書類名 】     特許願 
【 あて 先 】     特許庁長官殿 
【 発明者 】 
 【 住所又 は 居所 】 東京都千代田区霞 が 関 １ 丁目 
 【 氏名 】     発明   太郎 
  
・・・ 
  
【 手数料 の 表示 】 
 【 振替番号 】 １２３４５６７８ 

手数料 の 表示 に 【 振替番号 】 が 記 
述 できるようになります 。【 振替番 
号 】 は 銀行口座自動振替 による 支 
払 いの 場合 に 記述 します 。 

新様式

【書類名】　　　　特許願
【あて先】　　　　特許庁長官殿
【発明者】
　【住所又は居所】東京都千代田区霞が関１丁目
　【氏名】　　　　発明　太郎

・・・

【手数料の表示】
　【納付番号】１２３４－５６７８－９０１２－３４５６

手数料の表示に【納付番号】が記
述できるようになります。【納付番
号】は電子現金納付による支払い
の場合に記述します。
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⑨【優先権証明書提供国（機関）】、【提供国（機関）における出願の番号】 

【パリ条約による優先権等の主張】に【優先権証明書提供国（機関）】、【提供国（機関）にお

ける出願の番号】が記述できるようになります。【優先権証明書提供国（機関）】、【提供国（機

関）における出願の番号】は、優先権デジタルアクセスサービス（ＤＡＳ）を利用して優先権書

類を取得する場合に記述します。 

 
・平成２４年度の変更 

 

⑩【出願の区分】、【アクセスコード】 

【パリ条約による優先権等の主張】に【出願の区分】と【アクセスコード】が記述できるように

なります。【出願の区分】と【アクセスコード】は、優先権デジタルアクセスサービス（ＤＡＳ）

を利用して優先権書類を取得する場合に記述します。 

 
 

  

  

  

新様式 

【書類名】 特許願 
【あて先】 特許庁長官殿 

【パリ条約による優先権等の主張】 

・・・ 

【国・地域名】 フィリピン 
【出願日】 ２０１２年１２月３０日 
【出願番号】 １－２０１２－００１２１８ 

【出願の区分】 特許 
【アクセスコード】 A123 
【優先権証明書提供国（機関）】 世界知的所有権機関 

【アクセスコード】を記述する 
ことができるようになります。 

新たに【出願の区分】と 

 

新様式 

  
【 書類名 】        特許願 
【 あて 先 】        特許庁長官殿 
  
・・・ 
  
【 パリ 条約 による 優先権等 の 主張 】 
 【 国・地域名】 フィリピン 
 【 出願日 】  ２００７ 年 １２ 月 ３０ 日 
 【 出願番号 】  １ － ２００７ － ００１２１８ 
 【 優先権証明書提供国 （ 機関 ）】  アメリカ 合衆国 
 【 提供国 （ 機関 ） における 出願 の 番号 】  １０ ／ ８３５ ， ５０８ 

新 たに 【 優先権証明書提供国 
（ 機関 ）】、【 提供国 （ 機関 ） にお 
ける 出願 の 番号 】 を 記述 する 
ことができるようになります 。 
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・平成３０年度の変更 

 

⑪【指定立替納付】 

【手数料の表示】に【指定立替納付】が記述できるようになります。【指定立替納付】はクレジ

ットカード決済による支払いの場合に記述します。 

 

 
 

新様式 

  

【 書類名 】     特許願 
【 あて 先 】     特許庁長官殿 
【 発明者 】 
 【 住所又 は 居所 】 東京都千代田区霞 が 関 １ 丁目 
 【 氏名 】     発明   太郎 
  
・・・ 
  
【 手数料 の 表示 】 
 【 指定立替納付 】 

 
【手数料の表示】に【指定立替納付】 

が記述できるようになります。【指定立

替納付】はクレジットカード決済による

支払いの場合に記述します。 
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１．２．３ 請求の範囲 

 

   国際標準との調和を計るため、現行明細書中に記述していた特許請求の範囲が別書類として 

独立します。 

 

請求の範囲の書類は、請求項タグ<claims>から成り立ち、明細書のように段落番号を付与するこ 

とは出来ません。 

各請求項の内容は、1つの<claim-text></claim-text>でタグ付けされ、段落の区切りには改行

（<br/>タグ）が設定されます。また、各請求項の内容には、文字修飾（下線、字上げ、字下げ）を

施すことや、図形を添付することができます。 

    

   請求項中に化学式、数式、表を記述する場合は、化学式のときは【化１】、【化２】・・のよう

に、数式のときは【数１】、【数２】・・のように、表のときは【表１】、【表２】・・のように

連番をふります。 

   これらの番号には、枝番（【化１－１】など）をふることもできます。 

   枝番には、英数字と“．”（ピリオド）、“（”（右括弧）、“）”（左括弧）、“－”（ハイ

フン）の４種類の記号を使うことができます。 

 

 

 

 

【書類名】　　　　明細書
【発明の名称】　ハンドスキャナ
【特許請求の範囲】
【請求項１】
鉄筋コンクリ－トにより形成された・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・を特微とするハンドスキャナ。
【請求項２】
請求項１に係る・・・・・を・・・・した装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、・・・・・・・・・・・

【書類名】　　　　明細書
【発明の名称】　ハンドスキャナ
【技術分野】
【０００１】
本発明は、・・・・・・・・・・・

【書類名】　　　　特許請求の範囲
【請求項１】
鉄筋コンクリ－トにより形成された・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・を特微とするハンドスキャナ。
【請求項２】
請求項１に係る・・・・・を・・・・した装置。

新様式では、請求の
範囲が明細書から
独立した書類になり
ます。

 【書類名】特許請求の範囲
 【請求項１】
 　鉄筋コンクリ－トにより形成された・・・・・・・・・・
・・・・・・である。
　　上記を・・・・・・したハンドスキャナ。
 【請求項２】
 　請求項１に係る・・・・・を・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・した装置。
　　【化１】
　
　　　　　　　　＋

<claims>
　<claim num="1">
　　<claim-text> 　鉄筋コンクリ－トにより形成
　　　された・・・…である。<br/>
　　　上記を・・・・・・・したハンドスキャナ。
　　</claim-text>
　</claim>
　<claim num="2">
　　<claim-text> 　請求項１に係る・・・・・
　　　を・・・・・・・・・・・・・・・・・・・した装置。<br/>
     　<chemistry num="1">
      　　<img he="30.0" wi="90.0"　・・・>
　　　 </chemistry>
　　</claim-text>
　</claim>
</claims>

各請求項には連番
をふります。

各デリミタの項目
（請求項１など）は
タグになります

請求の範囲には段
落番号は利用でき
ません。

請求の範囲には化学
式、数式、表を記述す
ることができます。
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請求項（【請求項ｎ】）は、以下のタグ属性が設定されます。 

 

 

 

 

   請求の範囲が明細書から独立することに伴い、書類名は「特許請求の範囲」「実用新案登録請求 

の範囲」、また外国語出願の場合は「外国語特許請求の範囲」になります。それぞれが添付される 

書類は次のとおりです。 

 

様式上の記載 ＸＭＬでの設定の仕方
タグ 属性 属性値

請求項 【請求項ｎ】 claim num 【請求項ｎ】の連番（nの部分）をそのまま設定
します

段落 － claim-text －
数式 【数ｎ】 maths num 【数ｎ】のnを半角で設定します。

【数１－１】などのように枝番が振られていた
場合は、１－１を半角に変換して設定します。

化学式 【化ｎ】 chemistry num 【化ｎ】のｎを半角で設定します。
枝番の設定は、数式の場合と同様です。

表 【表ｎ】 tables num 【表ｎ】のｎを半角で設定します。
枝番の設定は、数式の場合と同様です。

図形 － img he 図形の縦の大きさをmm単位で設定します。
小数点以下1桁まで設定します。

wi 図形の横の大きさをmm単位で設定します。
小数点以下1桁まで設定します。

file ファイル名を設定します。
img-format イメージファイルの形式により、"tif"または

"jpg"を設定します。

特許請求の範囲、または実用新案登録請求の範囲が添付される書類
中間コード 特許出願の場合 実用新案登録出願の場合

特許願 63 特許請求の範囲 －
実用新案登録願 63 － 実用新案登録請求の範囲
翻訳文提出書 631 特許請求の範囲 －
国内書面 632 特許請求の範囲 実用新案登録請求の範囲
国際出願翻訳文提出書 634 特許請求の範囲 実用新案登録請求の範囲
国際出願翻訳文提出書（職権） 635 特許請求の範囲 実用新案登録請求の範囲
日本語国際公開パンフレット（職権） IB3491 特許請求の範囲 実用新案登録請求の範囲

外国語特許請求の範囲が添付される書類
中間コード 特許出願の場合 実用新案登録出願の場合

特許願 63 外国語特許請求の範囲 －
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１．２．４ 明細書 

  平成１５年７月１日以前に提出された明細書を「旧様式」、平成１５年７月１日以降に提出された

明細書を「新様式（国際標準）」、平成２１年１月１日の明細書様式統一以降に提出された明細書を

「統一様式（国際標準）」と記載する。 

 

①－１ 旧様式から新様式（国際標準）への様式変更について 

新様式（国際標準）の明細書の記載項目は下記になります。 

「【発明の名称】、【技術分野】、【背景技術】、【発明の開示】、 

【発明が解決しようとする課題】、【課題を解決するための手段】、【発明の効果】、 

【発明を実施するための最良の形態】、【実施例】、【産業上の利用可能性】、 

【図面の簡単な説明】、【配列表フリーテキスト】、【配列表】」に変更になります。（【実施

例】については、【実施例１】、【実施例２】のように連番をふることもできます。 

なお、【発明の名称】は一番最初に記述し、【配列表】は一番最後に記述します。 

【発明の名称】、【配列表】以外の順番は任意で記述が可能です。 

 

 

 

①－２ 新様式（国際標準）から統一様式（国際標準）への様式変更について 

統一様式（国際標準）の明細書の記載項目は下記になります。 

「【発明の名称】、【技術分野】、【背景技術】、【発明の概要】、 

【発明が解決しようとする課題】、【課題を解決するための手段】、【発明の効果】、 

【図面の簡単な説明】、【発明を実施するための形態】、【実施例】、【産業上の利用可能性】、 

【符号の説明】、【受託番号】、【配列表フリーテキスト】、【先行技術文献】、【特許文献】、 

【非特許文献】、【配列表】」。 

なお、統一様式（国際標準）では、新様式（国際標準）で記載可能だった【発明の開示】、【発

明を実施するための最良の形態】の項目も記載可能です。 

 

【実施例】については、【実施例１】、【実施例２】のように連番をふることもできます。 

また、【発明の名称】は一番最初に記述し、【配列表】は一番最後に記述します。 

ＤＴＤでは、【発明の名称】、【配列表】以外の順番は任意で記述が可能です。 

 

従来の様式 新様式（国際標準） 備考
【書類名】明細書 【書類名】明細書

【発明の名称】 【発明の名称】 【発明の名称】は一番最初に記述します

【特許請求の範囲】
　　【請求項１】 特許請求の範囲は書類として独立します
【発明の詳細な説明】

発明の詳細な説明は記述不要になります
　　【発明の属する技術分野】 【技術分野】

　　【従来の技術】 【背景技術】

　　【発明が解決しようとする課題】
　　【課題を解決するための手段】
　　【発明の効果】

【発明の開示】
　　【発明が解決しようとする課題】
　　【課題を解決するための手段】
　　【発明の効果】

【発明の開示】のｻﾌﾞﾀｲﾄﾙとして【発明が解決
しようとする課題】、【課題を解決するための
手段】、【発明の効果】などを記述します

　　【発明の実施の形態】 【発明を実施するための最良の形態】
　　【実施例】 【実施例】 実施例には連番を付与することもできます

【産業上の利用可能性】 新たに記述可能になりました

【図面の簡単な説明】 【図面の簡単な説明】 【図面の簡単な説明】のｻﾌﾞﾀｲﾄﾙとして
【図１】を記述します

　　【図１】 　　【図１】

　　【符号の説明】 【符号の説明】 国際標準には【符合の説明】に該当するタグ
はありませんが、<heading>タグを用いること
により記載できます

【配列表フリーテキスト】 新たに記述可能になりました
ここには、ST.25の数字見出し<223>「他の情
報の内容」を日本語で記述します

【配列表】 【配列表】 【配列表】は一番最後に記述します
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新様式（国際標準） 統一様式（国際標準） 備考
【書類名】明細書 【書類名】明細書

【発明の名称】 【発明の名称】 【発明の名称】は一番最初に記述します

【技術分野】 【技術分野】

【背景技術】 【背景技術】

【発明の開示】
　　【発明が解決しようとする課題】
　　【課題を解決するための手段】
　　【発明の効果】

【発明の概要】
　　【発明が解決しようとする課題】
　　【課題を解決するための手段】
　　【発明の効果】

【発明の開示】が【発明の概要】に変更とな
ります

【図面の簡単な説明】

【発明を実施するための最良の形態】

【実施例】

【産業上の利用可能性】 【産業上の利用可能性】

【図面の簡単な説明】

【符号の説明】 【符号の説明】 統一様式では【符合の説明】を<reference-
signs-list>タグを用いて電子化することにな
りました

【受託番号】 新たに【受託番号】が記述可能になりました

【配列表フリーテキスト】 【配列表フリーテキスト】

【先行技術文献】
　【特許文献】
　【非特許文献】

新たに【先行技術文献】が記述可能になり
ました

【先行技術文献】の配下に【特許文献】、
【非特許文献】を記述します

【配列表】 【配列表】 【配列表】は一番最後に記述します

【発明を実施するための形態】
　【実施例】

【発明を実施するための最良の形態】が【発
明を実施するための形態】に変更となりま
す

実施例には連番を付与することもできます

 
 

新様式（国際標準）、統一様式（国際標準）では、上の表に加えて、段落中に【数】、【化】、

【表】を記述することができます。さらに先行技術の開示に伴い【特許文献】、【非特許文献】も

記述することができます。 

 

   上記の項目はＸＭＬ内ではタグに変換されますが、それ以外の項目を記述した場合は単なるテキ 

ストデータとして扱われます。 

 

 

 

 

【技術分野】
【０００１】
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・。
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・。
【従来の技術】
【０００２】
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・。

<technical-field>
<p num="0001">
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・。
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・。
</p>
</technical-field>
<heading>従来の技術</heading>
<p num="0002">
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・。
</p>

様式で規定された項目はＸ
ＭＬ内ではタグになります。

様式で規定されてい
ない項目はＸＭＬ内で
はテキストとして扱わ
れます
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②明細書の段落番号について 

     旧様式では、段落番号（【０００１】など）を主にして【発明の属する技術分野】 

    などの項目がその後に続き、さらにその中に段落番号が記述されるような入れ子構造に 

なっていましたが、新様式（国際標準）、統一様式（国際標準）では、【技術分野】などの意

味のある項目を主にその配下に段落番号を記述します。 

 段落番号は、補正をするときに一意に特定できるように明細書内で４桁で【０００１】、 

【０００２】・・・・・【９９９９】のように連番をふります。 

もし５桁以上になった場合は、その数字をそのまま段落番号として使用します。 

例）【０００１】、【０００２】・・・・【９９９９】、【１００００】、【１０００１】 

 

 

    一つの段落番号内のコンテンツ中には、表示時に強制改行する改行タグ<br/>を挿入すること 

により、複数の段落を記述することができます。 

 

③文字修飾 

文字装飾は下線、字上げ、字下げを使用することができます。旧様式ではこれに加えて横倍

角も使用できましたが、新様式（国際標準）、統一様式（国際標準）では使えなくなります。 

 

 

【０００１】
　【発明の属する技術分野】
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
【０００２】
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
【０００３】
　【従来の技術】
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
【０００４】
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　　　・・・・・・・・・・・・・・・

【技術分野】
　【０００１】
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　【０００２】
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
【背景技術】
　【０００３】
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　【０００４】
　　　・・・・・・・・・・・・・・・
　　　・・・・・・・・・・・・・・・

段落番号と項目が入
れ子状態になっていま
した

意味のある技術分野
などの項目の下に段
落番号を記述します

段落番号は明細書の
中で一連に付与しま
す。

段落番号は
必須です。

【技術分野】
【０００１】
　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○
○○・・・・・・○。
　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△
△△・・・・・・△。
　□□□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□
□□・・・・・・□。
【０００２】
　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○
○○・・・・・・○。
　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△
△△・・・・・・△。

<technical-field>
<p num="0001">
　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○
○○・・・・・・○。　<br/>
　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△
△△・・・・・・△。　<br/>
　□□□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□
□□・・・・・・□。
</p>
<p num="0002">
　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○
○○・・・・・・○。　<br/>
　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△
△△・・・・・・△。
</p>
</technical-field>

複数の段落を一つの段
落番号の中に記述するこ
とができます。

ＸＭＬでは段落番号の単位で
<p>タグが設定されます。一
つの段落番号の中の段落の
区切りには<br>タグが設定さ
れています。
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④ＣＷＵへの対応 

  ＣＷＵ（Complex Work Unit）の略で、例えば以下のようなものを指します。 

 

● 数式を表現するMathML（Mathematical Markup Language） 

● 化学式を表現するCML（Chemical Markup Language） 

● 表を表現するCALS table  

 

 ＣＷＵを使用することは、ＷＩＰＯでの標準化がまだなされていないこと、表示・印刷ソフ

トが未対応など技術的に時期尚早であること等の理由により、現行と同様使うことができませ

ん。 

将来、技術的に対応可能になった時点で使用可能になります。 

 

注１） PCTDTDには、表としてCALStable、数式としてMathMLがインプリメントされています 

が、表示・印刷ソフトが未対応など技術的に時期尚早のため、２００３年では使用 

できません。 

将来、技術的に対応可能になった時点で使用可能になります。これは、ＰＣＴ－ 

ＲＯ出願でも同様です。 

      注２）【表ｎ】の表はイメージで添付します。これは、PCTDTDで表タグ配下にはimgま 

たはCALStableタグしか認められていないためです。もし、表を罫線素片を使用し 

て添付すると出願ソフトによるチェックでエラーとなります。 

      注３）【数ｎ】の数式はイメージで添付します。これは、PCTDTDで数式タグ配下にはimg 

またはMathMLタグしか認められていないためです。もし、数式をテキストで記述し 

た場合は出願ソフトによるチェックでエラーとなります。 

      注４）【化ｎ】の化学式はイメージで添付します。 

 

 

  ⑤【数】、【化】、【表】について 

    明細書中に数式、化学式、表を記述する場合は、数式のときは【数１】、【数２】・・のよう

に、化学式のときは【化１】、【化２】・・のように、表のときは【表１】、【表２】・・のよ

うに連番をふります。 

    これらの番号には、枝番（【数１－１】など）をふることもできます。 

    枝番には、英数字と“．”（ピリオド）、“（”（右括弧）、“）”（左括弧）、“－”（ハ 

 

修正履歴（図面修正）

←2001.12.10（ファイル名付与基準変更）
←2002.1.16　属性をtiffからtifに修正

←2002.1.16　属性をtiffからtifに修正

←2002.2.7終了タグの追加

 【書類名】明細書
 【発明の名称】原子炉格納容器
 【技術分野】
 【０００１】
 本発明は、・・・・・・・・・・・構造に関する。
 【発明が解決しようとする課題】
 【０００２】
 　一般に、・・・・・・・・・・・利点がある。
 【０００３】
 　第１図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・に取付けられている。
 【課題を解決するための手段】
 【０００４】
　　本発明は、以下の化学式のとおり、・・・・・・・・・である。
【化１】
　
          ＋

【０００５】
　　この結果、・・・・は下表のとおりになる。
【表１】

<description>
　<invention-title>原子炉格納容器</invention-title>
　<technical-field>
　　<p num="0001">本発明は、………構造に関する。</p>
　</technical-field>
　<disclosure>
　　<tech-problem>
　　　<p num="0002">　一般に、……・<u>利点がある。</u></p>
　　　<p num="0003">　第１図は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　・・・取付けられている。</p>
　　</tech-problem>
　　<tech-solution>
　　　<p num="0004">本発明は、以下の化学式のとおり、・・・・・
　　　　・・・である。
　　　　<chemistry num="1">
　　　　　<img file="JPOXMLDOC01_appb_C000001.tif" img-format="tif" ・・・>
　　　　</chemistry>
　　　</p>
　　　<p num="0005">この結果、・・・・・は下表のとおりになる。
　　　　<tables num="1">
　　　　　<img file="JPOXMLDOC01_appb_T000001.tif" img-format="tif" ・・・>
　　　　</tables>
　　　</p>
　　</tech-solution>
　</disclosure>

・・・

</description>

表はイメージで添付します。罫線
素片での記述はできません。
また、CWUの使用もできません。

化学式はイメージで
添付します。CWUは
使用できません。
数式も同様です。

文字修飾は、下線、
字上げ、字下げが使
用できます

明細書の各項目はＸ
ＭＬ中ではタグになり
ます。
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イフン）の４種類の記号を使うことができます。 

⑥【特許文献】、【非特許文献】について 

    段落中に特許文献、非特許文献を記述する場合は、特許文献のときは【特許文献１】、【特許

文献２】・・のように、非特許文献のときは【非特許文献１】、【非特許文献２】・・のように

連番をふります。 

    これらの番号には、枝番（【特許文献１－１】など）をふることもでき、枝番には、英数字と 

“．”（ピリオド）、“（”（右括弧）、“）”（左括弧）、“－”（ハイフン）の４種類の記 

号を使うことができます。 

 

  ⑦段落番号、【数】、【化】、【表】、【図】、【特許文献】、【非特許文献】、イメージとタグ 

との関係 

段落番号（【０００１】など）、及び段落中に記載する【数】、【化】、【表】、【図】、【特

許文献】、【非特許文献】はＸＭＬのタグ<p>、<maths>、<chemistry>、<tables>、<figref>、<patcit>、

<nplcit>に変換され、イメージは<img>タグに変換され、以下の属性が設定されます。 

（ただし、統一様式（国際標準）では、【先行技術文献】の次に記述された【特許文献】、【非

特許文献】は、それぞれＸＭＬのタグ<patent-literature>、<non-patent-literature>に変換

されます。） 

 

⑧外国語明細書のＰＤＦによる電子化 

    外国語明細書については、テキストでの提出、イメージ（ＴＩＦＦ）での提出に加え 

て、原文から容易に作成可能なＰＤＦで提出することもできます。 

ＰＤＦは、請求の範囲、明細書、図面、要約書を１ファイルとして纏めて添付することも、 

請求の範囲、明細書、図面、要約書を別々のＰＤＦとして添付することもできます。 

要約書
ＰＤＦ

図面
ＰＤＦ

明細書
ＰＤＦ

請求の範囲
ＰＤＦ

請求の範囲、
明細書、

図面、要約書
ＰＤＦ

ＰＤＦは書類別に分け
て提出することも、纏め
て一つにして提出する
こともできます。

様式上の記載 ＸＭＬでの設定の仕方
タグ 属性 属性値

段落番号 【０００１】 p num 段落番号の数字部分を半角で設定します

数式 【数ｎ】 maths num 【数ｎ】のnを半角で設定します。
【数１－１】などのように枝番が振られていた
場合は、１－１を半角に変換して設定します。

化学式 【化ｎ】 chemistry num 【化ｎ】のｎを半角で設定します。
枝番の設定は、数式の場合と同様です。

表 【表ｎ】 tables num 【表ｎ】のｎを半角で設定します。
枝番の設定は、数式の場合と同様です。

図 【図ｎ】 figref num 【図ｎ】のｎを半角で設定します。
枝番の設定は、数式の場合と同様です。

特許文献 【特許文献ｎ】 patcit num 【特許文献ｎ】のｎを半角で設定します。
枝番の設定は、数式の場合と同様です。

非特許文献 【非特許文献ｎ】 nplcit num 【非特許文献ｎ】のｎを半角で設定します。
枝番の設定は、数式の場合と同様です。

イメージ － img he 図形の縦の大きさをｍｍ単位で設定します。
小数点以下１桁まで設定します。

wi 図形の横の大きさをｍｍ単位で設定します。
小数点以下１桁まで設定します。

file ファイル名を設定します。

img-format イメージファイルの形式により、"tif"または
"jpg"を設定します。
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⑨配列表 

  配列表を添付する場合、ＳＴ．２５のファイルまたはＳＴ．２６ＸＭＬで添付することも、【配列

表】の見出しをつけてテキストイメージ混在で添付することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配列表をテキストイメージ混在で提出する場合、配列表ＸＭＬが作成されます。 

配列表ＸＭＬは package-data の other-documents にリンク付けされています。 

  配列表をＳＴ．２５で提出する場合は、ＳＴ．２５ファイルがそのまま添付されます。 

  ＳＴ．２５ファイルは package-data の sequence-list にリンク付けされています。 

配列表をＳＴ．２６で提出する場合は、ＳＴ．２６ＸＭＬがそのまま添付されます。 

  ＳＴ．２６ＸＭＬは package-data の sequence-list にリンク付けされています。 

 

修正履歴（図面の修正）

←2001.12.10（明細書の一部へ）

←2002.2.7終了タグが見えるように位置を修正

【配列表】
ＡＧＣＴＡＧＣＴ・・・
ＧＣＴＡＧＣＴＡ・・・

・・・・

<package-data lang="ja" dtd-version="1.0"
　　　　　　　　　　　 produced-by="applicant" country="jp" >
 　・・・・
  <other-documents>
  　<other-doc file="JPOXMLDOC01-seql.xml"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 file-type="xml">
  　　<document-name> jp:sequence-list
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　</document-name>
 　 </other-doc>
  </other-documents>
 　・・・・
</package-data>

<jp:sequence-list lang="ja"
xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp">
　<p num="">
　　ＡＧＣＴＡＧＣＴ・・・<br/>
　　ＧＣＴＡＧＣＴＡ・・・

・・・

　</p>
</jp:sequence-list>

(様式） (電子データ）

配列表ＸＭＬは
package-dataの
other-documentsから
リンクされます。

package-data

配列表ＸＭＬ

 

　　　　SEQUENCE LISTING
<110> Doe

<120> This is the title of the
invention

<130> Sample File Reference

<140> US 08/111, 111
<141> 1998-02-01

<150> PCT/EP96/12345
<151> 1996-12-31

<160> 4

<package-data lang="ja" dtd-version="1.0"
　　　　　　　　　　　 produced-by="applicant" country="jp" >
 　・・・・
  <sequence-list file="JPOXMLDOC01-seql.app"/>
 　・・・・
</package-data>

SEQUENCE LISTING
<110> Doe

<120> This is the title of the invention

<130> Sample File Reference

<140> US 08/111, 111
<141> 1998-02-01

<150> PCT/EP96/12345
<151> 1996-12-31

<160> 4

(様式） (電子データ）

ST.25は、
package-dataの
sequence-listからリン
クされます。

ＳＴ．２５

package-data

【配列表】 
ＡＧＣＴＡＧＣＴ・・・ 

【書類名】    明細書 
【発明の名称】 除草剤耐性植物 

・・・ 

【配列表】 
    SEQUENCE LISTING 
ＡＧＣＴＡＧＣＴ・・・ 

【発明の名称】 除草剤耐性植物 
【書類名】    明細書 

・・・ 

配列表はテキス 
ト・イメージ混在で 
もST.25またはST.26 
でも提出できます 

テキスト・イメージ 
混在の配列表 

ST.26の配列表 
ST.25または 
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１．２．５ 図面 

 

図面には、現行のＭＭＲに加えて新たにＪＰＥＧも添付することができます。但し、ＪＰＥ 

Ｇは図面代用写真の場合にしか使用できません。 

ＪＰＥＧはグレースケールのみ利用することができます。 

図面の大きさは、「縦２５５．０ｍｍ、横１７０．０ｍｍ」の大きさまで提出できます。 

（様式上、図面の大きさは図の見出し（【図１】など）を含めて「縦２６２．０ｍｍ、 

横１７０．０ｍｍ」となっており、図の見出し（７ｍｍ）を除いた大きさが実際の図面（イ 

メージ）の大きさとなります。） 

 

また、画素密度は現行の２００dpi、４００dpiに加えて３００dpiも利用できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行 新様式
イメージの形式 ＭＭＲのみ ・ＴＩＦＦ（ＭＭＲ）

・ＪＰＥＧ
（ＪＰＥＧはｸﾞﾚｰｽｹｰﾙのみ使用できます。
図面代用写真の場合のみJPEGを添付することが
できます。）

画素密度 ２００ｄｐｉ
４００ｄｐｉ

２００ｄｐｉ
３００ｄｐｉ
４００ｄｐｉ
（画素密度は縦横一致している必要があります）

図の最大の大きさ 横１５０ｍｍ
縦２４５ｍｍ

横１７０．０ｍｍ
縦２５５．０ｍｍ

ｄｏｔ数（縦×横）
単位：ｄｏｔ

２００ｄｐｉ － ２００dpiの場合
　横１３３８ドット
　縦２００７ドット

３００ｄｐｉ － ３００dpiの場合
　横２００７ドット
　縦３０１１ドット

４００ｄｐｉ － ４００ｄｐｉの場合
　横２６７７ドット
　縦４０１５ドット
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   図面の図には、図単位に図１，図２と連番をふります。図番には枝番（図１－１など）をふるこ

ともできます。 

   枝番には、英数字と“．”（ピリオド）、“（”（右括弧）、“）”（左括弧）、“－”（ハ 

イフン）の４種類の記号を使うことができます。 

 

 

 

図の見出し（【図ｎ】）及び図形はＸＭＬのタグ<figure>、<img>に変換され、以下のタグ属性

が設定されます。 

 

 

 

 

様式上の記載 ＸＭＬでの設定の仕方

タグ 属性 属性値

図の見出し 【図ｎ】 figure num 【図ｎ】の連番部分（ｎの部分）を半角で設定
します
【図１－１】などのように枝番が振られている
場合は、１－１の部分を半角で設定します。

図形 img he 図形の縦の大きさをmm単位で設定します。
小数点以下1桁まで設定します。

wi 図形の横の大きさをmm単位で設定します。
小数点以下1桁まで設定します。

file ファイル名を設定します。

img-format イメージファイルの形式により、"tif"または
"jpg"を設定します。

 

【書類名】図面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 【図１】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

【図２－１】

<drawings>
　<figure num="1">
　　<img file="JPOXMLDOC01-appb-D000001.tif"
　　　　　　img-format="tif" wi="150" he="150"/>
　</figure>
　<figure num="2-1">
　　<img file="JPOXMLDOC01-appb-D000002.tif"
 　　　　　　img-format="tif" wi="150" he="150"/>
　</figure>
</drawings>

図の見出しには図１から連番
をふります。
図２－１などの枝番を使用で
きます。

図の見出し（【図１】など）は、
XMLデータの中ではタグにな
ります。
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１．２．６ 要約書 

 

要約書には現行と同様に要約を４００文字以内で記述します。 

【選択図】は、要約書の１番最後に記述します。 

また、要約書にも文字修飾（下線、字上げ、字下げ）、図形を記述することができます。 

 

要約書には段落番号を付与できません。 

   要約書の中の文字列”【要約】”、“【選択図】”についてはタグではなく、テキストデータと

して取り扱います。タグではないためシステム的にはあっても無くても支障が有りません。 

要約書の内容は全て一つの<p>タグに変換され、段落の区切りには<br/>タグが設定されます。約

約書中に記述された図形は<img>タグに変換されます。 

 

要約書中に化学式、数式、表を記述する場合は、化学式のときは【化１】、【化２】・・のよう

に、数式のときは【数１】、【数２】・・のように、表のときは【表１】、【表２】・・のように

連番をふります。 

   これらの番号には、枝番（【化１－１】など）をふることもできます。 

枝番には、英数字と“．”（ピリオド）、“（”（右括弧）、“）”（左括弧）、“－”（ハイ

フン）の４種類の記号を使うことができます。 

 

要約書には、以下の属性が設定されます。 

修正履歴（図面の修正）

←2001.12.10（選択図のタグ化を変更の為）

 【書類名】要約書
 【要約】
 　本発明は原子炉格納容器に係り、さらに詳しくは鉄筋における
開口部回りの構造に関する。
 　一般に、鉄筋コンクリート構造の原子炉格納容器（格納容器に
比し比較的形状の自由度が大で配置計画が点において有利で
あり、また溶接部の低温脆牲のおそ 落下衝撃に対しても強いな
どの利点がある。
　　【表１】

　
 　　第１図は沸騰水型原子炉の鉄筋コンクリ－ト構造の格納容
器を示すもので、１が格納容器である。この格納容器は鉄筋コン

クリ－トの器体２にライナープレート３ａが内張りされて形成され
た密閉耐圧性容器で、内部のほぼ中央に、ペデスタルに載置さ
れて原子炉圧力容器４が据えられていることを示している。
 【選択図】図１

<abstract>
　<p num="">【要約】<br/>
　　　本発明は原子炉格納容器に係り、さらに詳しくは鉄筋における開
　　口部回りの構造に関する。<br/>
　　　一般に、鉄筋コンクリート構造の原子炉格納容器（格納容器に比
　　し比較的形状の自由度が大で配置計画が点において有利であり、
　　また溶接部の低温脆牲のおそ 落下衝撃に対しても強いなどの利
　　点がある。<br/>
　　　<tables num="1">
      　　<img he="50.0" wi="170.0"　・・　/>
　     </tables>
　　　<u>第１図は沸騰水型原子炉</u>の鉄筋コンクリ－ト構造の格納
　　容器を示すもので、１が格納容器である。この格納容器ｌは鉄筋コン
　　クリ－トの器体２にライナープレート３<sup>ａ</sup>が内張りされて
　　形成された密閉耐圧性容器で、内部のほぼ中央に、ペデスタルに
　　載置されて原子炉圧力容器４が据えられていることを示している。
　　<br/>
　【選択図】図１<br/>
　</p>
</abstract>

要約書は４００字以内で記
述します。

要約書には段落番号
は記述できません。

”【要約】”はテキストとして
取り扱います。

要約書の内容は
<p>に変換され、段
落の区切りに<br/>
が設定されます。

”【選択図】”はテキストとし
て扱います。

 

様式上の記載 ＸＭＬでの設定の仕方

タグ 属性 属性値

数式 【数ｎ】 maths num 【数ｎ】のnを半角で設定します。
【数１－１】などのように枝番が振られていた
場合は、１－１を半角に変換して設定します。

化学式 【化ｎ】 chemistry num 【化ｎ】のｎを半角で設定します。
枝番の設定は、数式の場合と同様です。

表 【表ｎ】 tables num 【表ｎ】のｎを半角で設定します。
枝番の設定は、数式の場合と同様です。

図形 img he 図形の縦の大きさをmm単位で設定します。
小数点以下1桁まで設定します。

wi 図形の横の大きさをmm単位で設定します。
小数点以下1桁まで設定します。

file ファイル名を設定します。

img-format イメージファイルの形式により、"tif"または
"jpg"を設定します。
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１．２．７ 請求の範囲・明細書・図面・要約書のDTDについて 

 

請求の範囲、明細書、図面、要約書のＤＴＤは次の３つがあり、 

      ・application-body(PCTDTD) 

      ・jp:drawing-body（日本独自のDTD） 

      ・jp:foreign-language-body（日本独自のDTD） 

書類により使用するものが異なります。 

 

（１）PCTDTDのapplication-bodyを使用するもの 

   その出願において一番最初に発生する請・明・図・要を電子化するときには、PCTDTD 

のapplication-bodyをそのまま使用します。 

 

（２）日本独自のjp:drawing-bodyを使用するもの 

図面の提出書等以下の書類に添付される図面は、国内書面等において図面が提出されなかった場

合に、それを補うために提出されるものであり、PCTDTDでは検討されていません。よって、日本独

自のDTD（jp:drawing-body）を定義して電子化を行います。 

  

   なお、jp:drawing-bodyに定義されている図面（drawing）タグは、PCTDTDの 

application-bodyの図面タグと同一の構造をしています。 

 

（３）日本独自のjp:foregn-language-bodyを使用するもの 

特許願に添付される外国語明細書、外国語請求の範囲、外国語図面、外国語要約書は、テキスト・ 

イメージの混在、書類別にPDFで提出、または全書類を一つのPDFで提出するなどさまざまな提出形 

態に対応したDTDである必要があります。（PCTDTDでは検討されていない構造です）従って、日本独 

自にDTD（jp:foreign-language-body）を定義して電子化を行います。 

 

書類名 DTD名 請求の範囲 明細書 図面 要約書

claims description drawings abstract

PCT-RO application-body ○ ○ △ △

特許願

実用新案登録願

翻訳文提出書

国内書面に添付される明細書、
請求の範囲、図面、要約書の
翻訳文

国際出願翻訳文提出書

国際出願翻訳文提出書（職権）

日本語国際公開パンフレット
（職権）

凡例：　○・・必須　　△・・任意　　×・・添付不可

書類名 DTD名 請求の範囲 明細書 図面 要約書

ー ー drawings ー

図面の提出書 jp:drawing-body × × ○ ×

外国語国際公開パンフレット図面
（職権）

凡例：　○・・必須　　△・・任意　　×・・添付不可

書類名 DTD名 外国語請求の範囲 外国語明細書 外国語図面 外国語要約書

jp:foreign-language-
claims

jp:foreign-
language-
description

jp:foreign-
language-
drawings

jp:foreign-
language-
abstract

特許願
jp:foreign-language-
body

△ △ △ △

凡例：　○・・必須　　△・・任意　　×・・添付不可
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１．２．８ 手続補正書 

 

 （１）ＸＭＬの手続補正について 

ＸＭＬの手続補正書は、ＸＭＬで電子化された書類、Ｘフォーマットで電子化された書類の 

   何れでも補正できるようにＤＴＤを定義します。 

 

 （２）補正の記事について 

 

① 補正の記事の項目 

     手続補正書に記述する補正の記事（【手続補正ｎ】）はＸＭＬ化以降も現行と同様に、次 

のような構成になっています。 

    

② 補正の記事とタグの対応 

補正の記事の各項目とタグの関係は次のようになっています。 

 

【手続補正ｎ】
【補正対象書類名】 ”特許願”、”明細書”のように補正

対象の書類名を記載します。

【補正対象書類受付番号】
【補正対象書類提出日】
【補正対象書類整理番号】

【補正対象項目名】 ”発明者”、”請求項ｎ”のように補
正をする単位名を記載します。

【補正方法】 ”変更”、”追加”、”削除”の何れか
を記載します。

【補正の内容】 【補正対象項目名】に記載した事項
の補正後の内容を記載します。

補正対象書類名のみでは補正する
書類を特定できない場合に記述し
ます。

  

項目 タグ 属性 説明
jp:amendment-article

【手続補正ｎ】 jp:amendment-group 属性は、【手続補正ｎ】のｎに対応しています。
jp:serial-number

【補正対象書類名】 jp:document-code 補正対象書類名の書類分類コードが設定されてい
ます。
書類分類コードは、
　　大区分（１桁）
　　四法（１桁）
　　中間コード（最大６桁）
の構成になっています。

【補正対象書類受付番号】 jp:receipt-number 補正対象書類の受付番号が設定されます。
jp:submission-date

【補正対象書類提出日】 jp:date 補正対象書類の提出日がYYYYMMDD形式で設定
されます。

【補正対象書類整理番号】 jp:file-reference-id 補正対象書類の整理番号が設定されます。
【補正対象項目名】 jp:item-of-amendment 補正対象項目名が設定されます。

補正対象項目名はコード化されず、日本語文言の
ままです。

【補正方法】 jp:way-of-amendment 補正方法をコード化して設定します。
　　１：追加
　　２：削除
　　３：変更

【補正の内容】 jp:contents-of-amendment
jp:kind-of-law
jp:kind-of-document

属性には次の値が設定されます。
・jp:kind-of-law
　補正対象書類の四法が設定されます。
　　patent：特許
　　utility：実用新案
　　design：意匠
　　trademark：商標
・jp:kind-of-document
　補正対象書類名がコード化して設定されます。
補正の内容の配下には補正対象項目のタグが設
定されます。
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(参考)補正対象項目名の非コード化について 

        補正対象項目名はコード化せず、日本語文言のまま設定します。理由は次の通りです。 

補正対象項目名をコード化する場合、考えられる案として補正対象項目を表すタグをコンテンツに設定することが 

考えられます。 

 

         例） 

            <jp:amendment-group jp:serial-number="1"> 

              <jp:document-code>A163</jp:document-code> 

              <jp:item-of-amendment>jp:applicant</jp:item-of-amendment> 

              <jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment> 

              <jp:contents-of-amendment 

                jp:kind-of-law="patent" jp:kind-of-document="jp:application-a63"> 

                <jp:applicants> 

                      ・・・ 

              </jp:applicants> 

                   </jp:contents-of-amendment> 

                 </jp:amendment-group> 

  

しかし、タグ名（上記の例ではjp:applicant）だけでは、対象項目を一意に特定することができません。 

上記の例でいうと、jp:applicant（出願人）は、補正対象書類が 

            特許願の場合は、【補正対象項目】特許出願人 

            名義変更届の場合は、【補正対象項目】承継人 

       となるからです。 

        よって、補正対象項目の内容は、コード化せずに日本語文言（特許出願人等）をそのまま設定します。 

 

 （３）ＸＭＬ補正とＸフォーマット補正について 

ＸＭＬの手続補正書は、ＸＭＬで電子化された書類、Ｘフォーマットで電子化された書類の何 

れでも補正できるようにＤＴＤを定義しますが、補正の内容の電子化方法は、対象書類の 

電子化フォーマットにより以下のように異なります。 

① 補正対象書類がＸＭＬで電子化されている場合 

補正対象書類が特許願などの書誌、請求の範囲、明細書、図面、要約書何れの場合 

も、各デリミタ項目をタグ付けし構造化して電子化を行います。 

補正を行う場合は、内容タグの次には補正の単位を表すタグがきます。 

一意のタグでマッピングされる文書を構造化ＸＭＬと呼ぶこととします。 

 

 

【手続補正１】
　【補正対象書類】明細書
　【補正対象項目】０００１
　【補正方法】　　　変更
　【補正の内容】
　　【０００１】
　　　本発明は原子炉格納容器に係る
　　開口部回りの構造に関する。

<jp:contents-of-amendment>
     <p num="0001">
　　　　　本発明は原子炉格納容器に係る
　　　　　開口部回りの構造に関する。
　　</p>
 </jp:contents-of-amendment>

構造化ＸＭＬでは、
補正の内容配下のデリミ
タ項目はタグになります。

段落番号を指定しての補正
の例では、【０００１】が
<p num='0001">にマッピング
されています。

補正対象項目をコード化する場合、そ

の項目に対応するタグをコンテンツに

設定する案が考えられます。 
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② 補正対象書類がＸフォーマットで電子化されている場合 

補正対象書類が特許願などの書誌の場合は、各デリミタ項目をタグ付けし構造化し 

て電子化を行います。明細書、図面、要約書の場合は、各デリミタ項目も含めて 

<p>タグの内容に設定します。 

旧様式に対する補正の内容に<p>タグだけで構成される文書を非構造化ＸＭＬと呼 

ぶこととします。 

 

なお、Ｘフォーマットで電子化された書類は３６文字×２９行で電子化されていますが、これ 

を補正する場合、補正の内容には４０文字×５０行で記述することになります。 

 

 

 （４）補正の単位について 

新様式（ＸＭＬ）には、請求の範囲の明細書からの独立、特許請求の範囲の削除など、旧様 

式（Ｘフォーマット）から大きな変更が加えられています。よって、旧様式の補正を新様式の 

補正の単位で行うことは困難であり、旧様式の補正は旧様式の補正の単位で、新様式は新様式 

の補正の単位で補正を行います。 

請求の範囲、明細書、図面、要約書の新様式と旧様式の補正の単位は以下のとおりです。 

 

＊１：ＰＣＴ技術標準に基づき、配列表を補正すると電子データ上、配列表と明細書とは 

別ファイルになっています。 

        そのために【補正の内容】配下には、何も設定されません。（１．２．１２参照） 

 

【手続補正１】
　【補正対象書類】明細書
　【補正対象項目】０００１
　【補正方法】　　　変更
　【補正の内容】
　　【０００１】
　　　本発明は原子炉格納容器に係る
　　開口部回りの構造に関する。

<jp:contents-of-amendment>
     <p num="">
　　　　　【０００１】
　　　　　　本発明は原子炉格納容器に係る
　　　　　開口部回りの構造に関する。
　　</p>
 </jp:contents-of-amendment>

非構造化ＸＭＬでは、
補正の内容配下のデリミ
タ項目もタグの内容になり
ます。

段落番号を指定しての補正
の例では、【０００１】がその
ままタグの内容に設定されま
す。
このとき、段落タグのnum属
性はnullになります。

新様式の補正の単位
補正対象書類名 補正の単位 補正対象項目名 【補正の内容】配下

のタグ名
備考

特許請求の範囲、 全文 全文 <claims>

または実用新案登録
請求の範囲

請求項 請求項１、請求項２など <claim>

明細書 全文 全文 <description>

発明の名称 発明の名称 <invention-title>

段落 ０００１、０００２など <p>

配列表 配列表 － ＊１
図面 全図 全図 <drawings>

図 図１、図２など <figure>

要約書 全文 全文 <abstract>
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旧様式では【図面の簡単な説明】は４大項目の一つであり、補正の単位になっています。 

新様式ではＰＣＴ標準に準拠して、【図面の簡単な説明】は【技術分野】等と同じレベルとな 

り明細書の一記載項目になります。よって、【図面の簡単な説明】を単位にしての補正はでき 

なくなります。 

これは、旧様式で【従来の技術】等を単位にして補正ができないことと同様です。 

しかし、新様式でも、 

・【図面の簡単な説明】の内容（図番、符号の説明）を変更したい場合、 

図番を含む段落番号を指定して補正 

もしくは、符号の説明が記述された段落番号を指定して補正 

することで、現行と同様の補正をすることができます。 

但し、【図面の簡単な説明】を追加、削除したい場合は、明細書の全文を補正することにな 

ります。 

 

  例）【図面の簡単な説明】の内容（図番、符号の説明）を変更する場合 
当初の明細書 補正後の明細書

補正書

<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
  <jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>０００５</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　　<p num="0005">
　　　　　<figref num="1">格納容器の全体の縦断面図</.figref>
　　　　　<figref num="2">開口部の縦断面図</.figref>
　　　　</p>
　　　 </jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　　<jp:amendment-gropu jp:serial-number="2">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>０００６</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　　<p num="0006">
　　　　　１……器休、８ａ、８ｂ……ライナ－プレ－ト
　　　　</p>
　　　</jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a523>

 【書類名】　　　　　　　　手続補正書

・・・

【手続補正１】
 　  【補正対象書類名】　明細書
     【補正対象項目名】　０００５
     【補正方法】　　　　　 変更
     【補正の内容】
      　【０００５】
　　 　【図１】　　格納容器の全体の縦断面図
　 　　【図２】　　開口部の縦断面図
【手続補正２】
　　 【補正対象書類名】　明細書
　　 【補正対象項目名】　０００６
　　 【補正の方法】　　　　変更
　　 【補正の内容】
　　　　【０００６】
　　　　１……器休、８ａ、８ｂ……ライナ－プレ－ト

 【書類名】明細書
 【発明の名称】ハンドスキャナ

・・・・

【図面の簡単な説明】
【０００５】
　【図１】格納容器の縦断面図
【符号の説明】
【０００６】
　１……器休、８ａ……ライナ－プレ－ト

 【書類名】明細書
 【発明の名称】ハンドスキャナ

・・・・

【図面の簡単な説明】
【０００５】
　【図１】格納容器の縦断面図
　【図２】開口部の縦断面図
【符号の説明】
【０００６】
　１……器休、８ａ、８ｂ……ライナ－プレ－ト

図番として【図２】を追加し、
符号の説明に修正を加えた
い場合は、段落番号単位に
補正を行います。

旧様式の補正の単位
補正対象書類名 補正の単位 補正対象項目名 【補正の内容】配下

のタグ名
備考

明細書 全文 全文 <p>

発明の名称 発明の名称 <p>

特許請求の範囲 特許請求の範囲 <p>

請求項 請求項１、請求項２など <p>

発明の詳細な説明 発明の詳細な説明 <p>

段落 ０００１、０００２など <p>
図面の簡単な説明 図面の簡単な説明 <p>

図 図１、図２など <p>

符号の説明 符号の説明 <p>

図面 全図 全図 <p>

図 図１、図２ <p>

要約書 全文 全文 <p>



1－34 

  

 

  

  例）【図面の簡単な説明】を追加する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初の明細書 補正後の明細書

補正書

←2002.2.7終了タグを追加

<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
  <jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>全文</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　　<description>
　　　　　<invention-title>ハンドスキャナ</invention-title>
　　　　・・・
　　　　　<description-of-drawings>
　　　　　　<p num="0005">
　　　　　　　<figref num="1">格納容器の全体の縦断面図</.figref>
　　　　　　</p>
　　　　　</description-of-drawings>
　　　　　<heading>符号の説明</heading>
　　　　　<p>
　　　　　　　１……器休、８ａ、８ｂ……ライナ－プレ－ト
　　　　　</p>
　　　　・・・
　　　　</description>
　　　 </jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a523>

 【書類名】　　　　　　　　手続補正書

・・・

【手続補正１】
   【補正対象書類名】　明細書
   【補正対象項目名】　全文
   【補正方法】　　　　　 変更
   【補正の内容】
　　【書類名】明細書
　　【発明の名称】ハンドスキャナ

・・・

　　【図面の簡単な説明】
　　【０００５】
　　【図１】格納容器の縦断面図
　　【符号の説明】
　　【０００６】
　　　１……器休、８ａ、８ｂ……ライナ－プレ－ト
・・・

 【書類名】明細書
 【発明の名称】ハンドスキャナ

・・・・

 【書類名】明細書
 【発明の名称】ハンドスキャナ

・・・・

【図面の簡単な説明】
【０００５】
　【図１】格納容器の縦断面図
　【図２】開口部の縦断面図
【符号の説明】
【０００６】
　１……器休、８ａ、８ｂ……ライナ－プレ－ト

【図面の簡単な説明】を追加
したい場合は、明細書の全
文を補正します
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１．２．９ 特許願の補正 

 

  特許願を補正する場合、ＸＭＬで電子化された書類・Ｘフォーマットで電子化された書類 

何れの場合も各デリミタ項目をタグ付けし構造化して電子化を行います。 

 

 

例１）ＸＭＬで電子化された特許願を補正する場合 

 

 

例２）Ｘフォーマットで電子化された特許願を補正する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正履歴（図面の修正）

←2001.12.10（タグ名変更による修正）

←2002.2.7終了タグの追加

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a51 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A151</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A163</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>発明者</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="application-a63">
　　　　<jp:inventors>
　　　　　<jp:inventor>
　　　　　　<jp:addressbook>
　　　　　　　<jp:name>発明　太郎</jp:name>
　　　　　　　<jp:address>
　　　　　　　　<jp:text>東京都千代田区霞が関１－１</jp:text>
　　　　　　　</jp:address>
　　　　　　</jp:addressbook>
　　　　　</jp:inventor>
　　　　</jp:inventors>
　　　</jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a51>
</jp:pat-amnd>

 【書類名】　　　　　　　　手続補正書（方式）
 【あて先】　　　　　　　　特許庁長官殿
 【事件の表示】
     【出願番号】　　　　　特願２０００－１１１０００
 【補正をする者】
     【識別番号】　　　　　１２３４５６７８９
     【氏名又は名称】　　特許株式会社
 【代理人】
     【識別番号】　　　　　００００００００１
     【弁理士】
     【氏名又は名称】　　特許　太郎
 【発送番号】　　　　　　　２３００００
 【手続補正１】
 　  【補正対象書類名】　特許願
     【補正対象項目名】　発明者
     【補正方法】　　　　　 変更
     【補正の内容】
       【発明者】
　　 　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関１－１
       【氏名】　　　　　　　発明　太郎

補正対象書類がＸﾌｫｰﾏｯﾄで電
子化されている場合も、補正の
内容の各項目をタグ付けし構造
化して電子化します

発明者の住所又は居所と
氏名はＸＭＬに設定されて
いる順序を入れ替えて表
示します

 

修正履歴（図面の修正）

←2001.12.10（タグ名の変更による修正）

←2002.2.7終了タグの追加

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a51 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A151</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A163</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>発明者</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="application-a63">
　　　　<jp:inventors>
　　　　　<jp:inventor>
　　　　　　<jp:addressbook>
　　　　　　　<jp:name>発明　太郎</jp:name>
　　　　　　　<jp:address>
　　　　　　　　<jp:text>東京都千代田区霞が関１－１</jp:text>
　　　　　　　</jp:address>
　　　　　　</jp:addressbook>
　　　　　</jp:inventor>
　　　　</jp:inventors>
　　　</jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a51>
</jp:pat-amnd>

 【書類名】　　　　　　　　手続補正書（方式）
 【あて先】　　　　　　　　特許庁長官殿
 【事件の表示】
     【出願番号】　　　　　特願２０００－１１１０００
 【補正をする者】
     【識別番号】　　　　　１２３４５６７８９
     【氏名又は名称】　　特許株式会社
 【代理人】
     【識別番号】　　　　　００００００００１
     【弁理士】
     【氏名又は名称】　　特許　太郎
 【発送番号】　　　　　　　２３００００
 【手続補正１】
 　  【補正対象書類名】　特許願
     【補正対象項目名】　発明者
     【補正方法】　　　　　 変更
     【補正の内容】
       【発明者】
　　 　【住所又は居所】　東京都千代田区霞が関１－１
       【氏名】　　　　　　　発明　太郎

補正の内容の各項目
をタグ付けし構造化し
て電子化します発明者の住所又は居所と

氏名はＸＭＬに設定されて
いる順序を入れ替えて表
示します
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１．２．１０ 明細書の補正 

 

 （１）ＸＭＬを補正する場合とＸフォーマットを補正する場合について 

  明細書を補正する場合、補正対象書類がＸＭＬで電子化されている場合とＸフォーマット 

で電子化されている場合で、電子化方法が異なります。 

     ＸＭＬで電子化されている場合は、明細書の各デリミタ項目をタグ付けし構造化して電子 

化を行いますが、Ｘフォーマットで電子化されている場合は、各デリミタ項目も含めて＜ｐ＞

タグの内容に設定します。 

 

 

例１―１）ＸＭＬで電子化された明細書を部分補正する場合（段落番号単位） 

 

 

例１－２）Ｘフォーマットで電子化された明細書を部分補正する場合（段落番号単位） 

 

 

 

 

 

 

修正履歴（図面の修正）

←2001.12.10（タグ名の変更による修正）

←2002.2.8終了タグの追加

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
  <jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>０００１</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　　<p num="0001">
　　　　　　鉄筋コンクリートにより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・する。</p>
　　　 </jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a523>
</jp:pat-amnd>

 【書類名】　　　　　　　　手続補正書
 【あて先】　　　　　　　　特許庁長官殿
 【事件の表示】
     【出願番号】　　　　　特願２００４－１１１０００
 【補正をする者】
     【識別番号】　　　　　１２３４５６７８９
     【氏名又は名称】　　特許株式会社
 【代理人】
     【識別番号】　　　　　００００００００１
     【弁理士】
     【氏名又は名称】　　特許　太郎
 【発送番号】　　　　　　　２３００００
 【手続補正１】
 　  【補正対象書類名】　明細書
     【補正対象項目名】　０００１
     【補正方法】　　　　　 変更
     【補正の内容】
       【０００１】
　　鉄筋コンクリートにより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・する。

補正の内容の各項目をタグ付けし
構造化して電子化します。

【０００１】は、段落タグ<p>に変換
され、属性に段落番号が設定され
ます。

←2001.12.10（タグ名の変更による修正）

←2002.2.8終了タグの追加

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
  <jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amedment>０００１</jp:item-of-amedment>
　　　<jp:way-of-amedment>3</jp:way-of-amedment>
　　　<jp:contents-of-amedment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　　<p num=""> 【０００１】 <br/>
　　　　　鉄筋コンクリートにより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・する。</p>
　　　 </jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a523>
</jp:pat-amnd>

 【書類名】　　　　　　　　手続補正書
 【あて先】　　　　　　　　特許庁長官殿
 【事件の表示】
     【出願番号】　　　　 特願２０００－１１１０００
 【補正をする者】
     【識別番号】　　　　　１２３４５６７８９
     【氏名又は名称】　　特許株式会社
 【代理人】
     【識別番号】　　　　　００００００００１
     【弁理士】
     【氏名又は名称】　　特許　太郎
 【発送番号】　　　　　　　２３００００
 【手続補正１】
 　  【補正対象書類名】　明細書
     【補正対象項目名】　０００１
     【補正方法】　　　　　 変更
     【補正の内容】
       【０００１】
　　鉄筋コンクリートにより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・する。

補正の内容には、デリミタの項目
（【０００１】）も含めてタグ内に設定
します。
このとき、<p>タグの属性はnullが
設定されます。

Ｘフォーマットで電子化された書
類は３６文字×２９行で電子化さ
れていますが、これを補正する
場合、補正の内容には４０文字
×５０行で記述します
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例２－１）ＸＭＬで電子化された明細書を全文補正する場合 

 

 

例２－２）Ｘフォーマットで電子化された明細書を全文補正する場合 

Ｘフォーマットで電子化された明細書の全文を補正する場合、旧様式の記載項目を 

記述して補正を行うことができます。部分補正と同様に、電子化されたＸＭＬ内には 

各デリミタ項目も含めてタグの内容に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

修正履歴（図面の修正）

←2001.12.10（タグ名の変更による修正）

←2002.2.7終了タグの追加

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>全文</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　　<description>
　　　　　 <invention-title> ハンドスキャナ</ invention-title>
　　　　　 <technical-field>
　　　　　　 <p num="0001">  　鉄筋コンクリ－トにより形成された・・
　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・する。</p>
　　　　　　 <p num="0002"> 　 　一般に、鉄筋コンクリート構造のハンドスキ
　　　　　　　ャナ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・利点がある。 </p>

　　　　・・・・

　　　 </jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a523>
</jp:pat-amnd>

 【書類名】　　　　　　　　手続補正書
 【あて先】　　　　　　　　特許庁長官殿
 【事件の表示】
     【出願番号】　　　　　特願２００４－１１１０００
 【補正をする者】
     【識別番号】　　　　　１２３４５６７８９
     【氏名又は名称】　　特許株式会社
 【代理人】
     【識別番号】　　　　　００００００００１
     【弁理士】
     【氏名又は名称】　　特許　太郎
 【発送番号】　　　　　　　２３００００
 【手続補正１】
 　  【補正対象書類名】　明細書
     【補正対象項目名】　全文
     【補正方法】　　　　　 変更
     【補正の内容】
　　　【書類名】　　　　　　明細書
　　　【発明の名称】　　　ハンドスキャナ
　　　【技術分野】
　　　【０００１】
 　鉄筋コンクリ－トにより形成された・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・する。
　　　【０００２】
 　一般に、鉄筋コンクリート構造のハンドスキャナ・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・利点がある。

補正の内容の各項目
をタグ付けし構造化し
て電子化します

【書類名】、【発明の名
称】、【０００１】などの
デリミタ項目はタグに
なります。

 

修正履歴（図面の修正）

←2001.12.10（jp-がap-になっている箇所を修正）

←2001.12.10（タグ名の変更による修正）

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>全文</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law"patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　　 <p num=""> 　 【書類名】 　　　　　　明細書<br/>
　　　　　　 【発明の名称】 　　　ハンドスキャナ<br/>
　　　　　　 【技術分野】  <br/>
　　　　　　 【０００１】 <br/>
　　　　　 　鉄筋コンクリ－トにより形成された・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・する。 <br/>
　　　　　　 【０００２】 <br/>
　　　　 　一般に、鉄筋コンクリート構造のハンドスキャナ・・・・・・・・・・・・
　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・利点がある。 <br/>

　　　　・・・・
　　　　</p>
　　　 </jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a523>
</jp:pat-amnd>

 【書類名】　　　　　　　　手続補正書
 【あて先】　　　　　　　　特許庁長官殿
 【事件の表示】
     【出願番号】　　　　　特願２０００－１１１０００
 【補正をする者】
     【識別番号】　　　　　１２３４５６７８９
     【氏名又は名称】　　特許株式会社
 【代理人】
     【識別番号】　　　　　００００００００１
     【弁理士】
     【氏名又は名称】　　特許　太郎
 【発送番号】　　　　　　　２３００００
 【手続補正１】
 　  【補正対象書類名】　明細書
     【補正方法】　　　　　 全文
     【補正方法】　　　　　 変更
     【補正の内容】
　　　【書類名】　　　　　　明細書
　　　【発明の名称】　　　ハンドスキャナ
　　　【技術分野】
　　　【０００１】
 　鉄筋コンクリ－トにより形成された・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・する。
　　　【０００２】
 　一般に、鉄筋コンクリート構造のハンドスキャナ・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・利点がある。

Ｘフォーマットで電子化された
書類は３６文字×２９行で電
子化されていますが、これを
補正する場合、補正の内容
には４０文字×５０行で記述し
ます

Ｘフォーマットで電子化された書
類を全文補正する場合、旧様式
の記載項目を使用して記述する
ことができます。

補正の内容には、デリミタの
項目（【書類名】、【発明の名
称】、【０００１】など）も含めてタ
グ内に設定します。

<p>タグの属性には
nullが設定されます。
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 （２）段落の補正について 

    現行通り、ＸＭＬで電子化されている明細書の段落を補正する場合、以下のように行います。 

 

① 段落番号を振り直す場合 

 明細書の段落番号を振り直す場合は、明細書の全文補正を行います。 

②段落を追加する場合 

     ある段落番号に、新たに記載内容を追加する場合は、その段落番号を補正 

対象項目として下記の例にあるような手続補正書を作成し補正を行います。 

 

なお、Ｘフォーマットで電子化されている明細書についても、現行通り段落番号を振り直す場合は、 

明細書の全文補正、ある段落番号に記載内容を追加する場合は、その段落番号を指定して補正を行 

います。 

当初の明細書 補正後の明細書

　追加

補正書

←2002.2.7終了タグの追加

【書類名】明細書
【発明の名称】ハンドスキャナ
【技術分野】
【０００１】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。
【０００２】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。

【書類名】明細書
【発明の名称】ハンドスキャナ
【技術分野】
【０００１】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。
【０００２】
　　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・△。
【０００３】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。

【書類名】手続補正書

…

【手続補正１】
　【補正対象書類名】明細書
　【補正対象項目名】全文
　【補正方法】　　　　　変更
　【補正の内容】
　　【書類名】　明細書
　　【発明の名称】　ハンドスキャナ
　　【技術分野】
　　【０００１】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。
　　【０００２】
　　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・△。
　　【０００３】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。

【０００１】と【０００２】の間に段落
番号を追加したい場合は、明細
書の全文補正を行います。

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0"
xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>全文</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　　<description>
　　　　　<invention-title>ハンドスキャナ</invention-title>
　　　　　<technical-field>
　　　　　　<p num="0001">
　　　　　　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○。</p>
　　　　　　<p num="0002">
　　　　　　　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△。</p>
　　　　　　<p num="0003">
　　　　　　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○。</p>
　　　　　</technical-field>
　　　　・・・
　　　　</description>
　　　</jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a523>
</jp:pat-amnd>

 

当初の明細書 補正後の明細書

　追加

補正書

←2002.2.7終了タグの追加

【０００１】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。
【０００２】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。
【０００３】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。

【０００１】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。
【０００２】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。
　　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・△。
【０００３】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。

【書類名】手続補正書

…

【手続補正１】
　【補正対象書類名】明細書
　【補正対象項目名】０００２
　【補正方法】　　　　　変更
　【補正の内容】
　　【０００２】
　　○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・○。
　　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・△。

【０００２】の中に記述
内容を追加したい場
合は、下のような補正
書を提出します

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>０００２</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　　<p num="0002">○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○。<br/>
　　　　　　　　　　△△△・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△。 </p>
　　　</jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a523>
</jp:pat-amnd>
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１．２．１１ 配列表の補正 

 

   配列表は長大になる可能性があるため、より見やすく表示できるよう補正書のＸＭＬとは別フ 

ァイル（ＳＴ．２５またはＳＴ．２６または配列表ＸＭＬ）に配列表の内容を設定します。 

   補正書ＸＭＬとＳＴ．２５またはＳＴ．２６または配列表ＸＭＬの関連付けについては 

package-dataにてリンクされます。また、配列表がＸＭＬかＳＴ．２５かＳＴ．２６かどうかは拡 

張子またはファイル名で区別できます。 

（項番１．５．１３ファイル名について参照） 

 

 

例１）ＸＭＬで電子化された配列表を補正する場合 

     ＸＭＬで電子化された配列表を補正する場合は、補正対象項目名に配列表を指定 

して行います。電子化された後、配列表は補正書のＸＭＬとは別ファイルになるた 

め、補正書の補正の内容タグ配下には何も設定されない状態になります。 

なお、補正書ＸＭＬと配列表ＸＭＬは、package-data からリンク付けされていま 

す。（1.2.4⑨配列表参照） 

 

例２）ＳＴ．２５で電子化された配列表を補正する場合 

     ＳＴ．２５で電子化された配列表を補正する場合も、補正対象項目名に配列表を 

指定して行います。電子化された後、配列表（ＳＴ．２５）は補正書のＸＭＬとは 

別ファイルになるため、補正書の補正の内容タグ配下には何も設定されていない状 

態になります。 

なお、補正書ＸＭＬと配列表ST.25は、package-data からリンク付けされていま 

す。（1.2.4⑨配列表参照） 

 

 

 

 

当初の配列表 補正後の配列表

（様式） （電子データ）

←2002.2.8終了タグの追加

<jp:sequence-list lang="ja" dtd-version="1.0"
xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp">
<p>ＧＣＴＡＧＣＴＡ・・・・・・・・・

【配列表】
ＧＣＴＡＧＣＴＡ・・・・・・・・・

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0"
xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>配列表</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　</jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
・・・
</jp:amendment-a523>
</jp:pat-amnd>

【書類名】手続補正書

…

【手続補正１】
　【補正対象書類名】明細書
　【補正対象項目名】配列表
　【補正方法】　　　　 変更
  【補正の内容】

【配列表】
ＡＧＣＴＡＧＣＴ・・・・・・・・・

【配列表】
ＧＣＴＡＧＣＴＡ・・・・・・・・・

補正書のＸＭＬ
と配列表のXML
が作成されま
す。

配列表は別ファイルに
なるため補正の内容の
タグ配下には、何も設
定されません。
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 なお、旧様式（Ｘフォーマットで電子化されたもの）の配列表を補正する場合は、 

従来のとおり、配列表を含む段落番号を指定して補正を行います。 

 

 

当初の配列表 補正後の配列表

（様式） （電子データ）

←2002.2.8終了タグの追加

Seqence　Listing
<110>Doe
<120>This Is the title of the Invention
<140>PCT/EP98/12345

・・・・・・・・・

【配列表】
Seqence　Listing
<110>Doe
<120>This Is the title of the
Invention
<140>PCT/EP98/12345

・・・・・・・・・

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0"
xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a523 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>配列表</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="description">
　　　</jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
・・・
</jp:amendment-a523>
</jp:pat-amnd>

【書類名】手続補正書

…

【手続補正１】
　【補正対象書類名】明細書
　【補正対象項目名】配列表
　【補正方法】　　　　 変更
　【補正の内容】

【配列表】
Seqence　Listing
<110>Doe
<120>This Is the title of the
Invention
<140>PCT/EP2003/123456

・・・・・・・・・

【配列表】
Seqence　Listing
<110>Doe
<120>This Is the title of the
Invention
<140>PCT/EP2003/234567

・・・・・・・・・

補正書のＸＭＬと
ST.25のファイルが
作成されます。

配列表は別ファイルに
なるため補正の内容
のタグ配下には、何も
設定されません。

ST.25

 

当初の明細書の配列表 補正後の明細書の配列表

（様式） （電子データ）

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amndment-a523 jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A1523</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A16330</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>０００８</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-document="description"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-law="patent">
　　　　<p num="">
　　　　　【０００８】<br/>
　　　　　【配列表】<br/>
　　　　ＧＣＴＡＧＣＴＡ・・・・・・・・・
　　　　</p>
　　　 </jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a523>
</jp:pat-amnd>

【書類名】手続補正書

…

【手続補正１】
　【補正対象書類名】明細書
　【補正対象項目名】０００８
　【補正方法】　　　　　変更
　【補正の内容】
　　【０００８】
　　【配列表】
ＧＣＴＡＧＣＴＡ・・・・・・・・・

【書類名】　明細書

【０００８】
【配列表】
ＡＧＣＴＡＧＣＴ・・・・・・・・・

【書類名】　明細書

【０００８】
【配列表】
ＧＣＴＡＧＣＴＡ・・・・・・・・・

補正対象書類がX
ﾌｫｰﾏｯﾄの場合、
配列表の補正は段
落番号を指定して行
います
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例３）ＳＴ．２６で電子化された配列表を補正する場合 

     ＳＴ．２６で電子化された配列表を補正する場合も、補正対象項目名に配列表を 

指定して行います。電子化された後、配列表（ＳＴ．２６）は補正書のＸＭＬとは 

別ファイルになるため、補正書の補正の内容タグ配下には何も設定されていない状 

態になります。 

なお、補正書ＸＭＬと配列表ＳＴ．２６は、package-data からリンク付けされていま 

す。（1.2.4⑨配列表参照） 
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１．２．１２ 審判系書類の補正 

 

特許・実用新案の審判請求書などの審判系の書類を補正する場合も、ＸＭＬを利用して行い

ます。 

現行のＸフォーマットでは、審判系書類を補正するとき、その補正の内容は構造化せずにそ

のままＸフォーマットのＴ．７３部として扱っていましたが、ＸＭＬでは各書誌事項を構造化

して電子化を行います。 

 

出願人の方の記述の仕方は、現行通り変更ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←2001.12.10（タグ名の変更による修正）

←2002.2.8終了タグの追加

 【書類名】　　　　　　　　手続補正書（方式）
 【あて先】　　　　　　　   特許庁長官殿
 【事件の表示】
     【出願番号】　　　　　特願２０００－１１１０００
 【補正をする者】
     【識別番号】　　　　　１２３４５６７８９
     【氏名又は名称】　　特許株式会社
 【代理人】
     【識別番号】　　　　　００００００００１
     【弁理士】
     【氏名又は名称】　　特許　太郎
 【発送番号】　　　　　　　２３００００
 【手続補正１】
 　  【補正対象書類名】　審判請求書
     【補正対象項目名】　審判請求人
     【補正方法】　　　　　 変更
     【補正の内容】
      【審判請求人】
　　　【識別番号】　　　　１２３４５６７８９
　　　【氏名又は名称】　審判　太郎

<jp:pat-amnd lang="ja" dtd-version="1.0" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp>
<jp:amendment-a5１ jp:kind-of-law="patent">
　<jp:document-code>A151</jp:document-code>
・・・
　<jp:amendment-article>
　　<jp:amendment-group jp:serial-number="1">
　　　<jp:document-code>A160</jp:document-code>
　　　<jp:item-of-amendment>審判請求人</jp:item-of-amendment>
　　　<jp:way-of-amendment>3</jp:way-of-amendment>
　　　<jp:contents-of-amendment jp:kind-of-law="patent"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jp:kind-of-document="application-a60">
　　　　<jp:applicants>
　　　　　<jp:applicant>
　　　　　　<jp:addressbook>
　　　　　　　<jp:name>審判　太郎</jp:name>
　　　　　　　<jp:registered-number>123456789</jp:registered-number>
　　　　　　</jp:addressbook>
　　　　　</jp:applicant>
　　　　</jp:applicants>
　　　 </jp:contents-of-amendment>
　　</jp:amendment-group>
　</jp:amendment-article>
</jp:amendment-a51>
</jp:pat-amnd>

審判系書類を補正す
る場合も、補正の内容
は構造化して電子化し
ます。
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１．５ 電子文書のアーカイブ形式とＸＭＬのバージョンについて 

 

以下、 

・各業務で交換するデータのアーカイブ形式とＸＭＬのバージョンについて（１．５．１章～１．５．

１１－８章） 

・書類のアーカイブ内に含まれるファイルについて（１．５．１２章） 

・アーカイブ内のファイルの名称について（１．５．１３章） 

説明します。 

 

 

  １．５．１ オンライン出願 

１．５．２ 紙出願 

１．５．３ オンライン発送 

１．５．４ オンライン請求 

１．５．５ オンライン閲覧 

１．５．６ インターネット電子出願利用登録 

１．５．７ 電子証明書追加更新、電子証明書利用停止 

１．５．８ 申請人情報変更 

１．５．９ サービスメニュー登録、変更 

１．５．１０ 電子現金納付照会 

１．５．１１ 予納台帳照会 

１．５．１１－１ 銀行口座自動振替照会 

１．５．１１－２ 出願情報履歴照会 

１．５．１１－３ 請求履歴照会 

１．５．１１－４ 指定立替納付照会 

１．５．１１－５ オーダーID取得処理 

１．５．１１－６ クレジットカード利用承認照会処理 

１．５．１１－７ クレジットカード登録情報削除処理 

１．５．１１－８ クレジットカード登録情報照会 

１．５．１１－９ アクセスコード登録状況単件照会 

１．５．１１－１０ オンライン現金予納 

１．５．１１－１１ 予納台帳番号付与請求 

１．５．１１－１２ 電子現金納付手続種別確認 

１．５．１２ アーカイブ内のファイルについて 

１．５．１３ ファイル名について 



１．５．２　紙出願

（１）ＸＭＬによる国内出願 （２）ＳＧＭＬによる国内出願

送信 送信
方向 ファイル等 区分 VER ファイル等 区分 VER 方向 ファイル等 区分 VER ファイル等 区分 VER

１．電子化データ PAPC
→
受付

１．電子化データ PAPC
→
受付

（１）WAD （１）電子化データ
　①アーカイブ方式 ＺＩＰ －　　　　　　　　 　①アーカイブ方式 ＭＩＭＥ －　　　　　　　　
　②ファイル群 管理情報 管理情報

（jp:m-mi-acc-doc）
XML １．０ 管理情報

（jp:m-mi-acc-doc）
XML １．０ 　②ファイル群 管理情報 管理情報

（MI-ACC-DOC）
SGML 管理情報

（MI-ACC-DOC）
SGML

ファイル一覧
（jp:filelist）

XML １．０ ファイル一覧
（jp:filelist）

XML １．０ 書誌情報 書誌情報
（DES-APP-DOC）

SGML 書誌情報
（DES-APP-DOC）

SGML

書誌情報 書誌情報
（jp:pat-app-docなど）

XML １．０ 書誌情報
（jp:pat-app-docなど）

XML １．０ イメージなど TIFF
JPEG

TIFF
JPEG

請明図要 application-body XML １．６ application-body XML １．６ MP3 MP3
配列表 ST.25　　　　　　(*1) ST.25　　　　　　(*1) 　③電子署名、電子証明書 － －

ST.26　　 XML １．３
PDF(ST.26)      (*2)

配列表
（jp:sequence-list）

XML １．０ 配列表
（jp:sequence-list）

XML １．０

添付書類 添付書類
（jp:attaching-document）

XML １．０ 添付書類
（jp:attaching-document）

XML １．０

原データ 原データ
（jp:original-data）

XML １．０ 原データ
（jp:original-data）

XML １．０

イメージなど TIFF TIFF
JPEG JPEG
PDF　　　　　　　(*1) PDF　　　　　　(*1)

　③電子署名、電子証明書 － －

*1：ST.25、ST.26、PDFは書類修正、援用合体のときにのみ添付される
*2：ST.26は受付システムでPDF変換される

ＤＥ機関 庁内システムＤＥ機関 庁内システム

ST.26　　　　　　 XML １．３

１－55



１－56

ＸＭＬによる国内出願　　紙出願

WAD
WAD

　

【書類名】　明細書
【発明者】　・
【書類名】　明細書
【発明者】　・

ZIP

【書類名】　特許願

【発明者】　・

application-body(XML)

書誌情報(XML)
JPEG,TIFF

JPEG,TIFF

管理情報(XML)
ファイル一覧
(XML)

ＤＥ機関ＤＥ機関 受付システム受付システム

庁内ｼｽﾃﾑ庁内ｼｽﾃﾑ

DB

書誌情報（XML）

JPEG,TIFF

JPEG,TIFF

管理情報(XML)

・出願番号

・受付日　

ファイル一覧
(XML)

ＺＩＰ展開　管理情報XML更新

ワーキング

管理項目
（UNIXファイル）

WAD
WAD

WAD
WAD

WAD
WAD

WAD
WAD

発注データ
発注データ

発注データ
発注データ

WAD
WAD

WAD
WAD

application-body(XML)

出願

電子化データ
電子化データ

電子化データ

WAD：各XML、イメージなど
　をZIPでアーカイブしたもの
　(Wrapped application 
　documents)

原本管理

リーガル
DVD

JPEG,TIFF,PDF
JPEG,TIFF,PDF

書誌情報(XML)など

ＳＧＭＬによる国内出願　　紙出願

WAD
WAD

　

　

【書類名】　図面
　・
【書類名】　図面
　・

MIME

【書類名】　意匠登録願

【考案者】　・

書誌情報(SGML)

管理情報(SGML)

JPEG,TIFF

JPEG,TIFF

ＤＥ機関ＤＥ機関 受付システム受付システム

庁内ｼｽﾃﾑ庁内ｼｽﾃﾑ

DB

管理情報(SGML)

JPEG,TIFF

JPEG,TIFF

MIME展開
管理情報SGML更新

ワーキング

リーガル

原本管理原本管理

発注データ
発注データ

発注データ
発注データ

WAD
WAD

WAD
WAD

書誌情報(SGML)

出願

電子化データ
電子化データ

電子化データ

WAD
WAD

WAD
WAD

WAD
WAD

WAD
WAD

WAD：各XML、イメージなど
　をZIPでアーカイブしたもの
　(Wrapped application 
　documents)

DB

DVD

JPEG,TIFF,MP3

JPEG,TIFF,MP3

JPEG,TIFF,MP3

JPEG,TIFF,MP3

書誌情報(XML)など

JPEG,TIFF,PDF
JPEG,TIFF,PDF

ST.25,ST.26

ST.26PDF変換

ST.25,ST.26

PDF（ST.26）
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１．５．１２ アーカイブ内のファイルについて 

 

各書類に添付されるＸＭＬ、ＳＴ．２５ファイルの一覧を次ページに示します。 
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１．５．１３ ファイル名について 

   交換されるＸＭＬ、イメージ、ＰＤＦ、ＳＴ．２５ファイル、テキストは以下のようにファイル

名を付与します。 

 

（１） オンライン出願の場合（国内出願と PCT-RO出願） 
 種別 出願人・代理人の方が出願時に送信す

る際の電子文書 

特許庁内システムで文書管理する際の

電子文書 

pkgheader XML JPOXMLDOC01-pkgh.xml － 

package-data XML JPOXMLDOC01-pkda.xml 同左   （注１０） 

イメージ一覧 XML JPOXMLDOC01-jpflst.xml － 

ファイル一覧 XML － （受付番号）-jpflst.xml   （注７） 

管理情報 XML － （受付番号）-jpmngt.xml  （注７） 

request XML JPOXMLDOC01-requ.xml 同左 

declaration XML JPOXMLDOCnn-decl.xml 〃 

power-of-attorney XML JPOXMLDOCnn-poat.xml 〃 

 ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOCnn-poat-Innnnnn.XXX 〃 

fee-sheet XML JPOXMLDOC01-fees.xml 〃 

indication-bio-deposit XML JPOXMLDOCnn-biod.xml 〃 

 ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOCnn-biod-Innnnnn.XXX 〃 

記名押印(署名)の欠落に

ついての説明書（注９） 

ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOCnn-lacs-Innnnnn.XXX 〃 

手数料軽減申請書 ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOC01-jpothd-Innnnnn.XXX 〃 

添付書類(PCT-RO出願) ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOCnn-jpothd-Innnnnn.XXX 〃 

 ﾃｷｽﾄ JPOXMLDOC01-draw.txt 〃 

書誌情報 XML JPOXMLDOC01-jpbibl.xml 〃 

 ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOC01-jpbibl-Innnnnn.XXX 〃 

請・明・図・要 XML JPOXMLDOC01-appb.xml 〃 

 表ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOC01-appb-Tnnnnnn.XXX 〃 

 数式ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOC01-appb-Mnnnnnn.XXX 〃 

 化学式ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOC01-appb-Cnnnnnn.XXX 〃 

 図面 JPOXMLDOC01-appb-Dnnnnnn.XXX 〃 

 ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOC01-appb-Innnnnn.XXX 〃 

図面の提出書 XML JPOXMLDOC01-jpdrab.xml 〃 

 図面 JPOXMLDOC01-jpdrab-Dnnnnnn.XXX 〃 

外国語 請・明・図・要 XML JPOXMLDOC01-jpfolb.xml 〃 

 PDF JPOXMLDOC01-jpfolb-Pnnnnnn.pdf 〃 

 ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOC01-jpfolb-Innnnnn.XXX 〃 

配列表 XML JPOXMLDOC01-jpseql.xml 〃 

ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOC01-jpseql-Innnnnn.XXX 〃 

ST.25 JPOXMLDOC01-seql.app 〃 

ST.26XML JPOXMLDOC01-seql.xml 〃 

ST.26PDF － JPOXMLDOC01-seql.pdf  （注１１） 

添付書類（国内出願） XML JPOXMLDOC01-jpatta.xml 同左 

 PDF JPOXMLDOC01-jpatta-Pnnnnnn.pdf 〃 

 ｲﾒｰｼﾞ JPOXMLDOC01-jpatta-Innnnnn.XXX 〃 
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特殊申請 XML（送付票） JPOXMLDOC01-jpbibl.xml 〃 

 XML（添付書類） JPOXMLDOC01-jpsatt.xml 〃 

 PDF JPOXMLDOC01-jpsatt-Pmmmmmm.pdf 〃 

 署名入り ZIP JPOXMLDOC01-jpsatt-Zmmmmmm.zip － 

  PDF（署名入り ZIP内） SignedDoc.pdf（注１３） JPOXMLDOC01-jpsatt-Zmmmmmm.pdf 

 

  署名情報 XML SignedXml.xml（注１３） － 

 ST.26XML JPOXMLDOC01-seql-Smmmmmm.xml 〃 

 ST.26PDF － －（注１４） 
注１）nnnnnn には 000001 からの連番をふります。 

貼られている書類・箇所・種別に関係なく１つの XML に添付される TIFF、JPEG、PDFファイルの中で連番を付与します。 
但し、昇順に並んでいるとは限りません。 

注２）nn には 01 からの連番をふります。 
declaration、power-of-attorney、indication-bio-depositの XML は複数添付される可能性があります。 

注２－１）nn が 01、02・・となるたびに、nnnnnn は 000001からの連番をふります。 
例）powr-of-attorney の場合 

JPOXMLDOC01-poat.xml 
JPOXMLDOC01-poat-I000001.tif 
JPOXMLDOC01-poat-I000002.tif 

JPOXMLDOC02-poat.xml 
JPOXMLDOC02-poat-I000001.tif  -->nn が 02 になれば、nnnnnn はまた 000001 から付与します。 
JPOXMLDOC02-poat-I000002.tif 

注２－２）記名押印欠落の説明書、添付書類は、当面の間、nnは 01固定となる。 
注３）XXXは JPG、jpg、TIF、tif のいずれかを指します。 
注４）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 
特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 
注５）受付番号 

構成 申請形態種別 年 管理番号
バイト数 1 2 8

受付番号

 
・申請形態種別 
１・・・紙申請（窓口） 

２・・・紙申請（郵送） 
３・・・特殊申請（2024 年 1 月以降に使用） 
５・・・オンライン申請 

６・・・ＰＣＴ 
８・・・原願電子化 

注６）JPOXMLDOC01は、受付番号と同じ桁数にして、先頭１３桁目からファイルの種別を判断できるようにしました。 

注７）オンライン請求時、出願ソフトから受付システムに送る電子文書のファイル一覧・管理情報ＸＭＬのファイル名は、次のようになります。 
ファイル一覧    JPOXMLDOC01-jpflst.xml 
管理情報      JPOXMLDOC01-jpmngt.xml 

注８）PCT 中間書類のファイル名については、「日本国特許庁 PCT 中間書類の電子化標準仕様 AP 書類編」を参照してください。 
注９）記名押印（署名）の欠落についての説明書は出願ソフトのバージョン[i1.91]以降は添付不可となりました。 
注１０）request の場合のみ package-data を特許庁内システムで文書管理します。 

注１１）ST.26は国内出願の場合に受付システムで PDF 変換され、PCT-RO出願の場合は後続システムで PDF 変換されます。 
注１２）特殊申請の XML は 1つの書類が複数に分割される可能性があります。 

mmmmmm にはファイルの種別に関係なく特殊申請に添付された順番に 000001 からの連番を付与します。 
例） 

JPOXMLDOC01-jpbibl.xml 
JPOXMLDOC01-jpsatt.xml 

JPOXMLDOC01-jpsatt-P000001.pdf  -->mmmmmm にはファイルの種別ごとではなく、添付された順に 000001 から付与します。 
JPOXMLDOC01-jpsatt-Z000002.zip 
JPOXMLDOC01-jpsatt-P000003.pdf 

JPOXMLDOC01-jpbibl.xml 
JPOXMLDOC01-jpsatt.xml 

JPOXMLDOC01-jpsatt-P000004.pdf  -->書類が複数に分割された場合、mmmmmm は 1書類目から続けて連番を付与します。 
JPOXMLDOC01-jpsatt-Z000005.zip 

注１３）PDF（署名入りZIP内）および署名XMLはデジタル庁から提供される署名付与ツールを用いて作成するため、ファイル名は署名付与ツール
の仕様に従います。 

注１４）特殊申請の ST.26はデータエントリ後、出願マスタ格納時に受付システムで PDF 変換されます。 
 

 



1－81 

 

（２） 紙出願の場合（国内出願のみ） 
 種別 特許庁内システムで文書管理する際の電子文書 

ファイル一覧 XML （受付番号）-jpflst.xml    

管理情報 XML （受付番号）-jpmngt.xml 

書誌 XML （受付番号）-jpbibl.xml 

ｲﾒｰｼﾞ （受付番号）-jpbibl-Innnnnn.XXX 

請・明・図・要 

 

XML （受付番号）-appb.xml 

表ｲﾒｰｼﾞ （受付番号）-appb-Tnnnnnn.XXX 

数式ｲﾒｰｼﾞ （受付番号）-appb-Mnnnnnn.XXX 

化学式ｲﾒｰｼﾞ （受付番号）-appb-Cnnnnnn.XXX 

図面 （受付番号）-appb-Dnnnnnn.XXX 

ｲﾒｰｼﾞ （受付番号）-appb-Innnnnn.XXX 

図面の提出書 

 

XML （受付番号）-jpdrab.xml 

図面 （受付番号）- jpdrab-Dnnnnnn.XXX 

外国語 請・明・図・要 XML （受付番号）-jpfolb.xml 

PDF （受付番号）- jpfolb-Pnnnnnn.pdf 

ｲﾒｰｼﾞ （受付番号）- jpfolb-Innnnnn.XXX 

配列表 XML （受付番号）-jpseql.xml 

ｲﾒｰｼﾞ （受付番号）-jpseql-Innnnnn.XXX 

ST.25 （受付番号）-seql.app 

ST.26XML （受付番号）-seql.xml 

ST.26PDF （受付番号）-seql.pdf  （注７） 

添付書類ＸＭＬ XML （受付番号）-jpatta.xml 

PDF （受付番号）-jpatta-Pnnnnnn.pdf 

ｲﾒｰｼﾞ （受付番号）-jpatta-Innnnnn.XXX 

原データＸＭＬ XML （受付番号）-jporgd.xml 

ｲﾒｰｼﾞ （受付番号）-jporgd-Ｉnnnnnn.XXX 

注１）nnnnnn には 000001 からの連番をふります。 
   貼られている書類・箇所・種別に関係なく１つの XML に添付される TIFF、JPEG、PDF ファイルの中で連番を付与します。 

   但し、昇順に並んでいるとは限りません。 

注２）XXXは JPG、jpg、TIF、tif のいずれかを指します。 

注３）PDF は、書類修正・援用合体のときだけではなく、通常の紙出願の場合も発生します。（緊急避難案件に PDFが含まれている 

   可能性があるため） 

注４）ST.25、ST.26 は、書類修正・援用合体のときだけではなく、通常の紙出願の場合も発生します。（緊急避難案件に ST.25、ST.26 が含まれて
いる可能性があるため） 

注５）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 
注６）受付番号については、(1)オンライン出願の場合 注５）を参照。 
注７）ST.26 は受付システムで PDF変換されます。 

 

（３）発送書類の場合 
種別 特許庁内システムで文書管理する際の電子文書 備考

pkgheader XML JPOXMLDOC01-pkgh.xml インターネットによる発送で使用
package-data XML JPOXMLDOC01-pkda.xml インターネットによる発送で使用
ファイル一覧 XML （0+発送番号）-jpflst.xml　　　
管理情報 XML （0+発送番号）-jpmngt.xml
発送書類 XML （0+発送番号）-jpntce.xml

ｲﾒｰｼﾞ （0+発送番号）-jpntce-Ｉnnnnnn.XXX
PDF （0+発送番号）-jpntce-P000001.YYY 謄本に注意書を添付する場合に使用

注１）nnnnnnには000001からの連番をふります。
　　　貼られている書類・箇所・種別に関係なく１つのXMLに添付されるTIFF、JPEGファイルの中で連番を付与します。
　　　但し、昇順に並んでいるとは限りません。
注２）XXXはJPG、jpg、TIF、tifのいづれかを指します。
注３）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません）
　　　特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字の何れも対処する必要があります。
注４）発送番号

庁内書類識別 作成システム種別 作成年 一連番号
ﾊﾞｲﾄ数 1 2 2 6
構成

庁内書類番号

 

 
構成 指令発送識別番号 発送年 一連番号
バイト数 2 2 6

発送番号

 
 

・指令発送識別番号 
１１・・・申請人登録 
２１・・・方式審査（特許） 
２２・・・方式審査（実用新案） 
３１・・・登録（特許） 
３２・・・登録（実用新案） 
３３・・・登録（意匠） 
３４・・・登録（商標） 
３５～３９・・・登録（共通） 
６１・・・審査（特許） 
６２・・・審査（実用新案） 
８１・・・分類（特許） 
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注５）YYYはPDF、pdfのいづれかを指します。  

 

（３）―１発送書類（送付状、案件一覧）の場合 
 種別 特許庁内システムで文書管理する際の電子文書 備考 

pkgheader XML JPOXMLDOC01-pkgh.xml インターネットによる発送で使用 

package-data XML JPOXMLDOC01-pkda.xml インターネットによる発送で使用 

ファイル一覧 XML （0+発送番号）-jpflst.xml  

管理情報 XML （0+発送番号）-jpmngt.xml  

発送書類 XML（送付状） （0+発送番号）-jpntce.xml  

XML（案件一覧） （0+発送番号）-jpntcelst.xml  

PDF（案件一覧） （0+発送番号）-jpntcelst-P000001.XXX  

PDF（添付書類 

登録証の通知） 

（0+発送番号）-jpntce-P（四法）-（登録番号）-nn.XXX  

PDF（添付書類 

移転登録済通知） 

（0+発送番号）-jpntce-P（四法）-（移転受付番号）-nn.XXX  

注１）nn には「登録証の通知」は単件の場合は 00、複数件の場合は 01 からの連番、「移転登録済通知」は 01からの連番をふります。 

注２）発送番号については、(3)発送書類の場合 注４）を参照。 
注３）四法 

１・・・特許 
２・・・実用新案 
３・・・意匠 

４・・・商標 
注４）登録番号は 7桁の数字 
注５）移転受付番号 

 
構成 

移転受付番号 
年 一連番号 ハイフン 枝番 

バイト数 4 6 1 1 
 

・ファイル名には年を設定しません。また、枝番には英数字を設定します。 
枝番が存在しない場合はハイフンも設定せず、一連番号のみ設定します。 

枝番あり：03524000003-jpntce-P1-000001-A-01.pdf 
枝番なし：03524000003-jpntce-P1-000001-01.pdf 

注６）XXXは PDF、pdf のいずれかを指します。 
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（４）庁内書類の場合 

 

 

 

 

（５）受領書の場合 

 

 

 

（６）xmit-receiptの場合 
 種別 ファイル名 備考 

xmit-receipt XML （受付番号）-xmre.xml オンライン出願の場合 

（請求番号）-xmre.xml インターネットによるオンライン請求の場合 

（要求受付番号）-xmre.xml インターネット電子出願利用登録、電子証明書

追加登録、電子証明書利用停止、申請人情報

変更、オンライン現金予納応答、予納台帳番号

付与請求応答の場合 

JPOXMLDOC01-xmre.xml クレジットカード利用承認照会処理、クレジットカ

ード登録情報削除処理の場合 

注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 

 

 

 

（７）発送目録の場合 

 

 

 

種別 起案時
ファイル一覧 XML （庁内書類番号）-jpflst.xml　　
管理情報 XML （庁内書類番号）-jpmngt.xml
庁内書類 XML （庁内書類番号）-jpmemo.xml

ｲﾒｰｼﾞ （庁内書類番号）-jpmemo-Ｉnnnnnn.XXX
注１）nnnnnnには000001からの連番をふります。
　　　貼られている書類・箇所・種別に関係なく１つのXMLに添付されるTIFF、JPEG、PDFファイルの中で連番を付与します。
　　　但し、昇順に並んでいるとは限りません。
注２）XXXはJPG、jpg、TIF、tifのいづれかを指します。
注３）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません）
　　　特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字の何れも対処する必要があります。
注４）庁内書類番号

　　・庁内書類識別
　　　　庁内書類であることの識別です。“９”が固定で設定されます。
　　・作成システム識別
　　　　２５～２９・・・特実方式審査
　　　　６５～６９・・・特実審査周辺
　　　　８０～８９・・・三極交換

庁内書類識別 作成システム種別 作成年 一連番号
ﾊﾞｲﾄ数 1 2 2 6

構成
庁内書類番号

種別 ファイル名 備考
受領書 XML JPOXMLDOC01-aprl.xml インターネットによる送付の場合

JPOXMLDOC01-jpaprl.xml ＩＳＤＮによる送付の場合
注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません）
　　　特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字の何れも対処する必要があります。

種別 ファイル名 備考
発送目録 XML JPOXMLDOC01-dspl.xml インターネットによる発送で使用
注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません）
　　　特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字の何れも対処する必要があります。
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（８）その他 

 

種別 ファイル名
申請人データ XML JPOXMLDOC01-jpreda.xml
サービスメニューデータ XML JPOXMLDOC01-jpsemd.xml
電子現金納付照会
データ

XML JPOXMLDOC01-jpcprd.xml

銀行口座自動振替照
会データ

XML JPOXMLDOC01-jptrrd.xml

原簿フォーマット XML （請求番号）-jprgda.xml
ｲﾒｰｼﾞ （請求番号）-jprgda-Innnnnn.XXX

原簿フォーマットの XML （請求番号）-jpmngt.xml
管理情報
注１）nnnnnnには000001からの連番をふります。
　　　但し、昇順に並んでいるとは限りません。
注２）XXXはTIF、tifのいづれかを指します。
注３）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません）
　　　特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字の何れも対処する必要があります。

 

 

 

 

（９）出願情報履歴照会の場合 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）請求履歴照会の場合 
 種別 ファイル名 

請求履歴照会 XML JPOXMLDOC01-dehl.xml 

注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 

 

 

 

（１１）指定立替納付照会データの場合 
 種別 ファイル名 

指定立替納付照会 XML JPOXMLDOC01-jpcrrd.xml 

注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 

 

 

 

（１２）オーダーID取得処理の場合 
 種別 ファイル名 

オーダーID 取得処理 XML JPOXMLDOC01-jpauth.xml 

注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 

 

 

 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 

種別 ファイル名 
出願情報履歴照会 XML JPOXMLDOC01-aphl.xml 

注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 
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（１３）クレジットカード登録情報照会データの場合 
 種別 ファイル名 

クレジットカード登録

情報照会 

XML JPOXMLDOC01-jpcard.xml 

注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 

 

 

 

（１４）アクセスコード登録状況単件照会データの場合 
 種別 ファイル名 

アクセスコード登録状

況単件照会 

XML JPOXMLDOC01-jpacco.xml 

注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 

 

 

 

（１５）予納書の場合 
 種別 ファイル名 

予納書 XML JPOXMLDOC01-jpdepd.xml 

注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 

 

 

 

（１６）手続種別確認データの場合 
 種別 ファイル名 

手続種別確認 XML JPOXMLDOC01-jpacki.xml 

注１）ファイルの拡張子は小文字または大文字とします（但し、小文字・大文字が混在することはありません） 

   特許庁システムでファイルを作成する場合の拡張子は小文字のみですが、小文字・大文字のいずれも対処する必要があります。 
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